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平成27年第２回嬉野市議会定例会議事日程 

平成27年６月11日（木）  

本会議第２日目   

午前10時 開 議   

日程第１  一般質問 

順次 通 告 者 質 問 の 事 項 

１ 山 口 政 人 １．普通財産の貸付について 

２．マイナンバー制度について 

２ 芦 塚 典 子 １．人口減対策について 

２．雨期の防災について 

３．福祉課のサービスについて 

３ 森 田 明 彦 １．人口減対策について 

２．雨期の防災について 

３．福祉課のサービスについて 

４ 山 下 芳 郎 １．嬉野温泉の保護管理について 

２．行政嘱託員制度の見直しについて 

３．空き家の対応について 

４．有害鳥獣対策について 

５．保育園・幼稚園の週末利用について 

６．嬉野川沿いに桜並木を 

５ 辻   浩 一 １．イメージキャラクターゆっつらくんの活用について 

２．畜産業の生活環境への影響について 

３．水資源確保の規制について 

４．小型無線飛行機ドローンの規制について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○議長（田口好秋君） 

 皆さんおはようございます。本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１．一般質問を行います。 

 通告順に発言を許可します。10番山口政人議員。 



- 22 - 

○10番（山口政人君） 

 皆さんおはようございます。10番山口政人です。議長の許可を得ましたので、ただいまか

ら一般質問をいたしたいというふうに思います。 

 傍聴席の皆さん方には早朝から本当にありがとうございます。 

 今回の一般質問につきましては、大きく２点ございます。普通財産の貸し付けについて、

それから、マイナンバー制度についてであります。 

 まず最初に、普通財産の貸し付けについて、質問をいたしたいと思います。 

 塩田町内で唯一の商業施設「ぷらっと」は嬉野市が土地を貸し付けており、契約期間が平

成29年６月３日で貸付期間満了となりますが、今後の活用法を伺いたいというふうに思いま

す。 

 壇上では以上をもちまして終わりたいと思いますけど、再質問につきましては、質問者席

で行いたいと思います。 

 また、マイナンバー制度についても、その席のほうで行いたいというふうに思います。 

○議長（田口好秋君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 皆さんおはようございます。きょうから一般質問が始まりました。どうかよろしくお願い

申し上げます。 

 また、傍聴の皆さん方には早朝から御臨席賜りまして、ありがとうございます。心からお

礼申し上げたいと思います。 

 山口政人議員のお尋ねについて、お答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、普通財産の貸し付けについてということでございまして、塩田町

内で唯一の商業施設「ぷらっと」は嬉野市が土地を貸し付けており、契約期間が平成29年６

月３日で貸付期間満了となるが、今後の活用法を伺うということでございます。 

 当該の施設につきましては、契約条件を遵守していただき、現在、民間の施設として商業

活動を行っていただいておるところでございます。 

 現在、今後の問題については検討いたしておりません。 

 以上でお答えとさせていただきます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 それでは、再質問をいたしたいというふうに思いますが、いわゆるこのぷらっとにつきま

しては、やはり塩田町内でも唯一の商業施設ということで、非常に利用者の方は多いわけで

ございます。そして、今後また、いろいろと高齢化してまいりますと、やはり買い物弱者と
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いうようなものも出てまいります。 

 そういうことで、やはり29年、あと２年余りですけど、これで契約が終了いたしますが、

このことについて再度、市長の契約更新を予定される予定があるのかどうなのかということ

をお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 この契約につきましては、あくまでも契約期間遵守ということでございまして、その後、

先方との話し合いになると思いますけれども、これは以前お答えをしたと思いますけど、や

はり契約は契約というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 ということは、契約期間が満了をすれば、一応そこで打ち切りということなんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えします。 

 契約期間について、契約書につきましては、契約期間が明示されておりますので、契約は

契約ということだと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 もし地元市民の方のぷらっとの存続の要望、そしてまた、その契約者の経営の存続希望と

いうものが、要望あたりが出てきた場合には契約更新に応じるというようなことはないんで

すかね。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このことにつきましては、以前、嬉野市文化会館リバティを建設する際にいろんな御意見
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を承っておりますので、そういうことを踏まえて、やはり慎重に判断していかなければなら

ないと思っておりますし、また、実際、現在経営をしておられるわけでございますので、や

はりこの経営的ないろんな課題にならないように、私どもとしても契約は契約の中で検討し

ていかなければならないと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 じゃ、この場で即答というのはなかなか難しい問題かなというふうに思いますけど、やは

り先ほども申しましたように、この商業施設は１つしかないんですよね。やはり買い物弱者

というのが出てきますので、ぜひ地元からの存続の要望、経営者の方が存続を要望された場

合には、この契約更新をぜひお願いしたいというふうに思いますけど、そこら辺再度お願い

したいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 御意見として承っておきたいと思います。リバティを建設する際には全く逆の意見だった

と思いますけれども、皆さんの御意見は御意見として承っていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 そのリバティをつくるときの意見というのは、どういった意見だったんでしょうか。私

ちょっとそこら辺は存じておりませんけど。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このリバティをつくる際に、課題としてありましたのは駐車場のことでございましたので、

駐車場を確保する方法としてどうするのかということで意見が出たというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 そのリバティの駐車場につきましては、もう現在でもクリアをしている、状況が変わって

きているというようなこともあろうかというふうに思います。そういう中で、やはりこのぷ

らっとというのは、あくまでも公共施設であるというようなことで、まだ活用法を考えると、

別な活用法を考えるというのはいかがなものかなというふうに思いますけど、そこら辺どう

なんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 冒頭申し上げましたように、今非常に熱心に経営をしておられますので、そこらについて

は先ほどお答えしましたように、議員の御意見は御意見として承らせていただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 どう質問していいのか、ちょっと私たちもわかりかねますけど、やはりぜひこのぷらっと

については存続をしていただきたいなというように私は思っております。やはりそういった

地元の要望、それから経営者の要望、存続についての要望、こういったものがあれば、再度

答えていただきたいんですけど、契約の更新をする用意があるのかどうなのか、再度お願い

したいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 冒頭の御挨拶で申し上げましたように、これは私どもと民間の事業者との契約になってお

ります。そういう中には、地域の商業振興ということも当然あったと思いまして、スタート

されているわけでございますけど、その契約をこの場でどうこうということは私はふさわし

くないんじゃないかなと思います。やはり契約は契約として尊重しなくてはならないと思っ

ておりますので、議会の中で私がどうこうするということは、議会がどう判断されるかわか

りませんけど、私としてはちょっとふさわしくないんじゃないかなと思います。 

 以上でございます。 



- 26 - 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 いわゆる借地借家法ですか、これにのっとった契約、仕方をやっているんじゃなかろうか

というふうに私は思うんですけど、これについてはやはり契約の更新、これはまた再度20年

間というような更新の仕方があるわけですよね。その後は10年間というような契約更新のや

り方があるわけです、明記をされているんですよね。そういったことも踏まえながら、やは

り対処をしていただきたいというふうに私は思いますけど、そこら辺どうなんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 当然、法に基づいて契約を結んでいくわけでございまして、また今回の、今の契約書もそ

のような形で結んであるというふうに私も拝読しております。しかし、一応期限は期限とし

て書いてありますので、そういうことで今取り扱いをしているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 この契約書を私も持っていますけど、これについてはやはり貸付期間を延長しようとする

ときは、期間満了前の30日前まで申請書をここに提出しなければならないというようなこと

が明記をされているわけです。だから、契約の更新というのはできるというふうに私は理解

をしていますけど、そこら辺どうなんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 その他の案件もございますので、当然、契約については私どもとしても真摯に対応させて

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 現在、この普通財産についてはもちろん貸付料というものをもらっておりますけど、やは
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りこの貸付料についても、もし契約の更新をするというような段階では、この貸付料につい

ても十分配慮をしていただけないかなと。今のままの貸付料を下げても、上げるべきではな

いというふうに私は思いますけど、そこら辺ちょっと踏み込んだ質問になりますけど、そこ

ら辺の考え方は市長どうでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議場でございますので、個々の案件に踏み込んでお答えするということは、議会が判断さ

れればできるかわかりませんけど、ちょっと私はあんまりふさわしくないんじゃないかなと、

相手の方もおられるわけで、今一生懸命営業もしておられるわけですから、そこらについて

はこの場でどうこうというのは、なかなか難しいんじゃないかなというふうに考えますけど。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 きょうの傍聴席の方々も、この件で見えられたというふうに私は思っておるんですよね。

ですから、非常にこのぷらっとの件については、やはり存続を希望されている方ばかりだと

いうふうに私は思っております。そういうふうなことで、ぜひこのぷらっとについては、や

はり唯一の商業施設でもありますので、ぜひこの要望が出てきた場合には契約の更新という

のをぜひやっていただきたいなというふうに私は思っております。 

 そういうふうなことで、ぜひそういう考え方で、市長の英断をやっていただきたいなとい

うふうに思いますけど。 

 再度お願いしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 冒頭申し上げましたように、民間の事業者の方と私どもの契約でございますので、個々の

民間の事業者の契約について、この議会で一つ一つ答弁するということについて、ちょっと

難しいんじゃないかなと私は思って、先ほどからお答えをしているわけですので、そこはぜ

ひ御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 なかなか答弁をしにくいだろうというふうに私も最初から思っておりましたけど、やはり

地元の意向、それから経営者の意向を十分酌みとってもらって、やっていただきたいなとい

うふうに思います。 

 それでは、続きまして、マイナンバー制度についてお尋ねをしたいというふうに思います。 

 このナンバー法と個人情報保護法の改正案については、今国会の審議途中で年金情報の流

出問題が発覚をいたしました。法案成立がどうなるか予断を許さない情勢になっておるとい

うふうに思います。導入時期の延期論まで出ていますが、それはそれとして、平成25年にマ

イナンバー法は成立をいたしました。平成28年の１月、来年の１月から個人番号を活用する

というふうに定めております。そういうことで、社会保障制度及び税制度の効率性、透明性

を高め、国民にとって利便性の高い公平、公正な社会を実現するため、社会保障・税番号制

度、いわゆるマイナンバー制度開始まで半年余りとなりますが、まず、マイナンバー制度の

概要について、お尋ねをしたいというふうに思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 マイナンバー制度につきましては、住民票を有する国民一人一人に割り当てられる、今の

ところ10月ごろというふうに考えておりますけれども、10月に割り当てられると思いますけ

れども、12桁の個人番号がそれぞれつくということで、それで社会保障、また税ですね、ま

た、災害対策の３分野において活用されるというふうに言われております。 

 先ほど言いましたように、ことし10月に市から、いわゆる個人番号を通知する通知カード

というものを全世帯に、いわゆる郵送いたします。それで個人番号の通知後、本人が市に申

請をしていただいて、氏名、住所、個人番号などの情報が入った顔写真つきの個人番号カー

ドが来年１月以降に無料で交付されるということになります。内容としては以上でございま

す。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 この制度の基本的な仕組みというのは、付番です。それから、情報連携、本人確認、この

３つが基本だというふうに私は理解をしておるんですけど、この問題につきましては以前か

ら国が個人を管理する総背番号制だというような反対論も、やはり根強く残っているんじゃ

なかろうかというふうに私は思いますが、これは法定受託事務ですので、各自治体が不参加、
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非協力ということはできないというふうに私は思いますけど、一応この制度についての市長

の考え方といいますか、それをお尋ねしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 マイナンバー制度につきましては現在、年金の情報の漏えい問題というようなことがあり

まして、非常に心配をしておるところですけれども、私としては、市長会の中でマイナン

バー制度を研究する会にずっと入っていまして、いろいろ勉強をしてきたところでございま

す。 

 それで、今の、いわゆる情報化社会の中で、この情報の、要するに伝達性を確実に行うと

いう意味では、このマイナンバー制度というのは非常に有効だというふうに思っておりまし

て、情報漏えい等がないような形でしっかりとした個人の、いわゆる情報管理ということが

なされて、そして、適切に運用できれば非常にすばらしい制度だというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 大体わかりました。いわゆるこの通知カードを10月以降に配布をするというようなことで

ございますけど、いわゆる基本的にこれを、通知カードを出してから来年１月以降から個人

番号カードを申請主義で受け取るというようなことでございますけど、この件について、や

はり自分にメリットがないというように判断をされた方については、この個人番号カードを

受け取らなくていいというような、使用しなくていいというようなことなのかどうなのか、

基本的な考え方をお尋ねしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 初めての答弁の機会をいただきました。ありがとうございます。新人ですので、非常にふ

なれな答弁になるかと思いますが、よろしくお願いします。 

 今、個人番号カードの交付についてということで御質問ですが、これについては申請する

方だけが個人番号カードを改めて所有するというふうな形になります。 

 以上で、お答えといたします。 

○議長（田口好秋君） 
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 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 じゃ、この個人番号カードは使用しなくてもいいと。個人によってはですね。そしたら、

この通知カードを何のためにやるのか、そこら辺をちょっと。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 お答えします。 

 私の説明不足で恐縮ですが、通知カードというのは全国民、住民を置いているところに発

送されます。通知カードは全ての国民が所有すると。要するに、番号はですね。個人番号

カードというのは、例えば、印鑑登録証と同じように、必要な方だけがそれを所有して市民

課の窓口なりで自分の番号を提供するとか、そういうふうなことに使われるようになります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 そしたら、最初の通知カードの交付に当たって、いわゆるこの通知カードが届かないとい

うような方も出てこられるというふうに思うわけですよね。そしてまた、この通知カードを

ＤＶ等、そういったことでトラブルが発生した場合、どのように対応をしていかれるのか、

そこら辺をお尋ねしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 お答えします。 

 今、届かないというふうなことで御心配の御質問でございますが、一応、簡易書留におき

まして、全ての世帯に送る予定になっております。簡易書留ですので、当然届かない場合は

全て市のほうに戻ってきます。それは一定期間、今３カ月と聞いておりますが、３カ月間は

保管いたします。また随時、そういうふうに住所が新しく変更になったから届かなかったと

か、そういうふうな方がいらっしゃったらまたその時点で発送するというふうな形になりま

す。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 
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 ただ、先ほども言いましたように、ＤＶあたりでやはりその住所地にいないというような

ことが出てくるというふうに思いますけど、そういったときのトラブルが心配なんですよね。

ですから、そこら辺の対応の仕方ですかね、マニュアルといいますか、そういうものをきち

んとやはりつくる必要もあるというふうに思うわけですよね。 

 それと、この個人番号のカードを受け取るときに、本人確認というのはどういうふうにし

てやられるんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 お答えします。 

 先ほどＤＶの方について、ちょっと私もお答えが不足しておりましたが、ＤＶの方につき

ましてはまた改めて別途通知を差し上げて、どういうふうな対応をするかはまた検討するよ

うになっております。直接、住所地に送っていいのかどうかも含めてということになってお

ります。 

 それと今質問の、本人確認の方法なんですが、一応申請時に写真をつけて申請をいただき

ます。そのカードができ上がってから市民課の窓口において暗証番号も登録いただきますの

で、そのときにカードと写真を照らし合わせて交付するような形になります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 そしたら、通知カードをやって、個人番号カードが欲しいというふうな方がまた申請をさ

れに来るわけですよね、写真つきですので、写真を持ってですね。そしてまた、一時、間を

置いてから、時期をずらして個人番号カードを受け取ると、そういうふうな仕組みになるわ

けですかね。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 10月５日以降に通知カードというのが送られます。これについては簡易書留で郵送されま

す。その通知カードの中に同封された個人番号カード申請用紙というのがまた別にございま

すので、そちらのほうを再度、市が委託した業者さんのほうに送付していただいて、カード

を作成するというふうな手順になります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 
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 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 わかりました。 

 ただ、このカードの交付窓口というのは、両庁舎で行うというふうに理解していいんです

かね。 

○議長（田口好秋君） 

 市民課長。 

○市民課長（大島洋二郎君） 

 はい。塩田庁舎、嬉野庁舎それぞれで交付を行う予定でおります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 わかりました。 

 次に、このマイナンバー制度の利便性について、お尋ねをしたいというふうに思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このマイナンバー制度につきましては、やはり個々の情報管理ということで非常に大事に

なってくるわけでございますけれども、やはり私どもの利便性というのは行政と一般市民の

方とのいわゆる連携が非常にとりやすくなるというふうに思っております。連携というのは

課題がありますけれども、いわゆる番号で個人は特定できるとなりますので、そこらについ

ては十分できるんじゃないかなというふうに思っております。 

 また、そのほか、今はいわゆるこの公的な利用ということになりますけれども、将来的に

はいろんな民間との状況の中でも利用できる可能性があるというふうに言われておりますの

で、相当生活の中では便利になってくるというふうに思っております。 

 ただ、しかし、これを十分使うというか、使いこなすというか、そういう課題はやはり

個々の課題としてあるわけでございますので、そこら辺については十分私どもとしてもＰＲ

をしていかなければならないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 
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 それでは、この番号制度を導入するに当たって、いわゆる各自治体の人件費削減、あるい

はその各自治体のメリットといいますか、それを具体的にどういったメリットがあるのか、

そこら辺をお答え願いたいというふうに思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 具体的には、私ども講演会等で指導を受けてきたわけでございますので、そういうふうな

ことを考えますと、一つは行政事務のスピードアップということがあると思います。いわゆ

る情報がですね、個々の市民の方とダイレクトに動いていくということでスピードアップが

できるということだと思います。それともう１つは、行政の、いわゆる仕事全体のスピード

アップというのがあると思います。それともう１つは、今問題になっていますけれども、確

実性というのが言われているということでございますので、そういう点では私ども行政に

とっては相当行政の形を変えるような形になるんじゃないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 いわゆる作業の効率性といいますか、そういうことが出てくるというようなことでござい

ますけど、これによって人件費の削減というのも考えていらっしゃいますか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このマイナンバー制度自体がストレートに人件費の削減になるということについては、将

来的にはできるかもわかりませんけれども、しばらく課題はあるというふうに思っておりま

す。 

 ただ、しかしながら、組織全体の人員の、いわゆる調整ということは、このマイナンバー

制度によって大きく変わってくるんじゃないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 それでは、住民の利便性の向上ということもあろうかというふうに思いますが、そこら辺
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の具体的な例示としてはないでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 例えば、申請等によって、今までは窓口で、いわゆる書類等にですね、簡単に言いますと

詳しく書いていただいておったということですけれども、いわゆる将来的に進んでいけば、

番号を記入していただくということで、その番号が本人であるということが当然確認できる

わけですので、そういうふうな書類の、いわゆる煩雑さということは当然市民の方のメリッ

トになっていくというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 確かに市民の方にとっては社会保障の分野、あるいは税の分野、災害対策の分野あたりで

住民票の添付、それから所得証明書の添付、これが要らないというようなことになろうかと

いうふうに思いますが、やはりこの社会保障の分野については、かなりのメリットがあると

いうふうに私は思いますけど、住民の利便性について質問しているんですけど、これについ

て税の分野では、いわゆる公平な課税のためと言いながら、やはり個人の財布の中身をのぞ

くというようなことにもなりかねないのじゃないかなというふうに思うわけですよ。それと、

まず災害対策の分野、これについてはやはり被災を受けたら、個人番号カード、これをなく

してしまう。それから、インターネットをですね、そういった環境にないと、壊れてしまう

ので環境にないというようなことも考えられるんですよね。そういうことで、本当にこの番

号制度に意味があるのかなというようなことも思うわけですよ。そこら辺の考え方といいま

すか、それをお尋ねしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今、御質問の件につきましては、相当国会のほうでも議論をされて、し尽くして、この10

月からとなっているわけでございますので、私どもとしては広報をしっかりさせていただい

て、個人の方のメリットということを理解していただかなければならないというふうに思っ

ております。 

 まず、今の段階では、先ほど申し上げましたように、行政的な、いわゆる書類等の煩雑さ
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が少なくなっていくということで、そしてまた、情報の一元化ができるということだろうと

いうふうに思っております。私どもとしては、いわゆる行政の中での動かし方につきまして

は、この守秘義務というのは当然あるわけでございまして、例えば、それで被災者の方々が、

いわゆる今、東北あたりの状況を見ますと、とにかく何もなくなったと、貯金通帳から保険

証から何もなくなったというふうな方がたくさんおられるわけでございますけど、それの再

発行等について随分負担になっておられるということでございますけれども、この番号制度

が動き出しますと、番号を、いわゆる当該の自治体と御本人の間で確認ができれば、いわゆ

る統一した書類の作成ができていくというふうになりますので、災害対策の被災者救援とい

うことにつきましては、大きく役立つんではないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 やはりこのマイナンバーというのは、いわゆるもともと税金を取るというような、公平な

税金を取るというふうな発想から議論がされてきたというふうに私は思っておるんですけど、

どうしたら納税者にとってためになるかというような考え方も必要ではなかったのかなとい

うふうに思いますけど、そこら辺の市長の考え方としてはどうなんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 いわゆる納税のお話は申告とか、そういうものについての問題だろうと思いますけれども、

既に今ネットで申告制度というのがスタートいたしまして相当なるわけでございまして、以

前は非常に少なかったわけですけれども、最近はいろいろな方々が一般の企業にお勤めの方

であっても、当該の方についてはネットで申告をされるということも相当ふえてきたわけで

ございますので、このマイナンバー制度等が徹底していけば、全ての、いわゆる国民に対し

てそのような作業が非常に円滑になっていくというふうに思いますので、相当負担感がなく

なられるんじゃないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 今ネットでの作業の申告等の話が出ましたけど、いわゆる平成29年をめどにマイナポータ

ルといいまして、個人が自宅のパソコンで社会保障とかの行政サービスに関する情報を受け
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取ることができるし、また、行政手続ができるというようなシステムが構築をされようとし

ております。 

 ただ、いわゆる高齢者の方とか、パソコンが家にない方、いわゆる情報弱者といいますか、

その方たちに対する対応といいますか、これも必要になってくるというふうに思いますが、

そこら辺の考え方としてはどうなんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今御発言のとおりでございまして、マイナンバー制度、先ほどの御質問にありましたよう

に、私どもが通知をさせていただくわけですけれども、さっき言いましたように、御高齢の

方あたりが本当にカードを実際つくられるかというと、なかなか課題があると思います。し

かし、それについてはやはり時間をかけて御理解いただくということが必要ではないかなと

思いますので、そこら辺については国も当然、広報をされると思いますけど、市としても広

報をしてお知らせをしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 それでは、次に行きたいと思います。 

 マイナンバー制度の周知についてということでお答えをお願いしたいと思います。 

 また、個人情報保護条例との関係についても、あわせてお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 マイナンバー制度の周知についてということですけど、マイナンバーの周知に関しまして

は、昨年の12月号の市報に掲載したところでございますが、ことしの市報８月号にも特集を

組んでお知らせする予定にいたしております。 

 また、市のホームページには内閣官房のマイナンバー専用サイトへリンクできるバナーを

掲載しておるところでございます。 

 また、国が作成いたしましたパンフレットを各庁舎に置いておりますけれども、ことし８

月ごろには、「よくわかるマイナンバー」というパンフレットを市が作成いたしまして、全

世帯に配布を行いたいと思っております。 
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 また、公共施設の市民課の窓口や公民館、楠南館、また、リバティや図書館にも配置をし

ていきたいと思っております。 

 また、ケーブルテレビにおきましても、マイナンバー制度の基本的なことをわかりやすく

説明した動画を現在放映をしているところでございます。 

 次に、個人情報保護条例との関係についてでございますけれども、マイナンバー制度によ

り、全ての国民に、さっき言いました番号が付与されるところでございまして、個人番号は

個人情報に該当するわけでございまして、本市個人情報保護条例の規定が適用されますが、

番号保持については、その個人番号を、いわゆるその内容を含む特定個人情報などについて

必要な措置を講じることが求められているところでございます。 

 そういうようなことでございますので、なお実際に特定個人情報を保有する平成27年の10

月までには整備をしたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 質問が前後して申しわけありませんけど、安心・安全の確保についてというようなことで、

いわゆる以前は住基カードと、これは身分証明書以外にはほとんど使い道がなかったという

ようなことで、私もこれをもらっているんですけど、たった一遍でも使ったことがないんで

すよね。使い道が広がらなかったというようなことで、あんまり広がらなかったということ

なんですけど、今回の番号カードは、やはり今後、いろんな医療関係、それから預貯金まで

広がっていくというような予定もされているようであります。そういうことで、この使い道

がふえるということは、やはり漏えい流出、こういったことで悪用をされるというような危

険性が高まっていくわけですよね。そういったことで、そもそも安全性というのに絶対とい

うことはあり得ないというふうに思うわけですよ。そういうことで、リスク管理、リスク対

応というのをどのように想定されているのか、そこら辺の考え方をお聞きしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 ここ二、三日の新聞にも、今御発言のことが掲載されておるところでございまして、いわ

ゆる年金の情報が漏えいしたということで、いわゆるこの番号の漏えいもあるんじゃないか

ということですけど、私どもとしても国のほうにそんなことがないようにということは強く

求めていきたいと思っております。 

 きのう、ちょうど全国市長会で大会を開いたわけでございますけど、全国市長会の追加の
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決議でこのことは、いわゆる情報の漏えいがないようにということを決議としてしてきたと

ころでございますので、きょう会長あたりが国のほうに申し入れをしておるんじゃないかな

と思っておりまして、非常に心配しておりますので、やはり国において責任を持ってやって

いただくべきだというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 それともう１点は、いわゆる警察等の捜査等に関して照会等があった場合には、これは番

号法では恐らく例外とされているんじゃなかろうかというふうに思うわけですよ。やはりこ

の情報提供を求められたら、その可否の判断といいますか、それを嬉野市としてはどのよう

にされるのか、そこら辺をお尋ねしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今お尋ねの件につきましては、これは現在でもあっておるわけでございまして、私どもと

しては慎重に取り扱いをしているところでございまして、いわゆる必要最小限お伝えできる

ものについてはお伝えをしているというふうな状況でございますので、これはマイナンバー

になっても、そこは変わらないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 それでは、個人情報保護条例との関係についてでありますけど、ことしの10月には改正を

したいと、それの整合性を保てるように改正をしたいというような御答弁でございましたけ

ど、改正をするとしたら、どの条文を予定されているのか、そういった予定があれば、お答

え願いたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど申し上げましたように、個人番号をその内容に含む特定個人情報などについて必要

な措置を講じるということでございますので、そこの案件につきまして、いわゆる追加変更
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をさせていただきたいということで、この番号制度がスタートします10月までには整備をし

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 わかりました。それで、この法律で定められている今の時点での利用分野以外で、市の独

自の利用しようというようなことがあるのかどうなのか、そこら辺が予定をされているとい

うようなことであれば、お答え願いたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 いろんな課題を乗り越えられた後の話でございますし、また、それぞれ市民の方の御理解

をいただいた中の話でございますけれども、いわゆるこの番号制度を利用して取り組むこと

が御了解いただければ、私どもが進めたいと思っております個人情報の、いわゆる病気の生

涯カルテというのをぜひつくりたいというふうに思っておりますので、そういう点で取り組

むことができればというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 山口政人議員。 

○10番（山口政人君） 

 わかりました。とにかくこの番号制度ということにつきましては、今後も利用の拡大がさ

れるというふうに思います。そういうことで、市民の方々に不安感があるというふうに思い

ますが、やはり広報活動が大事になってくるというふうに思います。また、この情報漏えい、

流出、こういったことがないように、職員の研修方もぜひお願いしたいというふうに思って

おります。これにつきましては、今後もやはり注視をしていきたいというふうに思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございまし

た。 

○議長（田口好秋君） 

 これで山口政人議員の一般質問を終わります。 

 引き続き一般質問の議事を続けます。 

 11番芦塚典子議員の発言を許します。芦塚典子議員。 

○11番（芦塚典子君） 
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 ただいま議長のお許しをいただきましたので、一般質問を続けさせていただきます。 

 まず、今回は大きく３つの事柄について一般質問をさせていただきます。 

 第１は、人口減対策についてお伺いいたします。 

 第２番目の項目は、雨季に対する防災対策についてお伺いいたします。 

 第３の項目として、福祉課のサービスについてお伺いいたします。 

 まず最初の人口減対策についてお伺いいたします。 

 政府は、人口減少克服、地方創生の実現に向けて、国の総合戦略を取りまとめ、地方創生

の基本方針に新型交付金の概要を盛り込んでおります。新型交付金は、市町が15年度中につ

くる総合戦略に盛り込んだ事業に限って使えますが、総合戦略には雇用創出、人口流入策、

結婚、出産、子育て対策などの具体案を盛り込むことを重要としております。ここで、市の

施策をお伺いいたします。 

 1970年代より過疎問題、それから2000年より少子化問題が徐々に浮き彫りになり、2014年

の、いわゆる増田レポートによりセンセーショナルに人口減問題が提起され、消滅可能性自

治体、地方消滅という地方創生、まち・ひと・しごとの国政課題へ浮上してきており、当の

嬉野市も消滅可能性自治体の一つに挙げられております。 

 このような局面では、国の政策のみに頼るだけでなく、自治体自体が人口減少、消滅可能

性を克服する地方創生の施策を生み出していかなければならない重要な時期であると思いま

す。そういう観点におきまして、人口減少が進む地方自治体の課題に対して、当市の施策を

お伺いいたします。 

 第１の人口減に対する対策についてお伺いいたします。 

 １番目として、市の雇用創出事業はどのように進められておりますか。 

 ２番目として、市内高校卒業生の過去３年間の市内事業所等への就職状況及び雇用形態は

どのような状況であるか。また、市内高校卒業生を含む若年者への今後の雇用対策をお伺い

いたします。 

 ３番目として、市外からの人口流入人口の増加はどのように図られておるか、お伺いいた

します。 

 ４番目として、流入人口の増加には地域連携によるまちづくりが必要ではないか。 

 また５番目として、市の流入人口増には伝建地区の活用が必要ではないか。 

 あと９番目まで質問があります。 

 また、２番目の雨季に対する防災対策及び福祉課のサービスについては質問席でお伺いい

たします。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（田口好秋君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 芦塚典子議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 人口減対策についてということでございます。項目を上げてお尋ねでございますので、お

答え申し上げたいと思います。 

 まず１点目の、市の雇用創出事業はどのように進められるかということでございます。 

 人口減対策では、雇用創出に対する取り組みが非常に重要な施策でありますので、本市と

しては企業誘致や創業支援、起業支援といった施策に力を入れていきたいと考えておるとこ

ろでございます。 

 ２点目の市内高校の卒業生の過去３年の市内事業所等への就職状況及び雇用形態は。また、

市内高校卒業生を含む若年者への今後の雇用対策を伺うということでございます。 

 市内出身の高校卒業生の過去３年の市内事業所等への就職状況については、過去３年間の

卒業生482名のうち、市内就職人数は127名となっております。 

 なお、雇用の形態につきましては、詳細な情報が得られませんでした。 

 雇用については大きな社会問題であり、そのため総合的な対策や協議が必要であり、企業

誘致の推進や商工会と連携して受け皿の拡大が必要と思われるところでございます。 

 ３点目の市外からの人口流入人口の増加はどのように図られるかということでございます。 

 市外からの人口流入人口の増加につきましては、３月に国が東京に開設しました移住・交

流情報ガーデンや、ふるさと回帰支援センターなどを活用して、首都圏での本市へのＵＩＪ

ターンの促進を図っていきたいと考えております。 

 次に、流入人口の増加には地域連携によるまちづくりが必要ではないかというお尋ねでご

ざいます。 

 本市への流入人口を増加させるには、まず本市へ目を向けていただくための魅力アップが

重要でありますので、地域と地域が連携して、まち全体の魅力を高め、全国に嬉野市を売り

込んでいければと考えているところでございます。 

 次に、市の流入人口増には伝建地区の活用が必要ではないかというお尋ねでございます。 

 市の流入人口増につきましては、地域活性化及び雇用創出が非常に重要なポイントである

と認識しておりまして、重要伝統的建造物群保存地区、塩田津は、観光客誘致を含めた交流

人口の増加といった観点からも積極的に活用していくべきであると考えております。 

 また、地域活性化及び観光客誘客の面では、さきの酒蔵まつりにおいて、塩田津町並み保

存会の御協力により、塩田津でのおもてなしイベントを開催していただいたところでござい

まして、今後も塩田津町並み保存会等と連携しながら流入人口及び交流人口増の施策推進に

努めてまいりたいと考えております。 

 以上で壇上からのお尋ねについてお答えとさせていただきます。 

○議長（田口好秋君） 
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 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 ありがとうございました。 

 まず、人口減対策についてお伺いいたします。 

 市の雇用創出事業はどのように進められているかということで、起業支援を主に行ってい

るということなんですけど、まず、市内高校の卒業生の過去３年間の市内事業所等への就職

状況及び雇用形態はどのような状況であるかということをお尋ねしまして、市内の２校の卒

業生が482人で、127名が嬉野市に就職ということだったでしょうか。ちょっとすみません、

もう一度確認をお願いいたします。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 卒業生が３年間で482名のうち、市内の就職人数が127名と承っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 ３年間ということで理解いたしました。 

 私がちょっと資料をいただいた中で、３年間いただいたんですけど、ちょっとわかりやす

く、26年度卒業生の資料なんですけど、塩田工業生が118名のうち、市内に就職しているの

が７名です。で、嬉野高校生が、生徒が114名の卒業のうちに、嬉野市に就職したのが８名

です。26年度に卒業生118名のうち７名と、114名のうちに８名ですね。ただ、ここで８名と

いうのは、自営とかなんとかいらっしゃるようで、嬉野高校では市外、または県外に就職し

た人が62名、それと塩田工業生の111名は市外、県外に就職したということを概算で申しま

すと、173名が市外、あるいは県外に就職しているということです。で、このような対策と

いうのは、ここに資料をいただいておりますけど、26年度は嬉野高校は６つの会社に８名で

す。そして、塩田工業生が26年度が４つの会社に７名です。このような状況を市長はどのよ

うに把握なさっておりますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私どもがいただいた資料と少し違うようでございますけれども、いずれにいたしましても、
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以前から各企業の方とも話をいたしますけれども、ぜひ市内に就職してほしいという希望は

たくさん持っておられます。そういう中で、それで、例えば、塩田工業ですとそれぞれの歴

史がありまして、いろんな関係からやはり受験してほしいというようなお願いも来られると

いうふうなことでございます。そういうことで、ちょうど３年ぐらい前にもお話ししました

けれども、やはり学校の先生方にお願いして、ぜひ地元の企業を見学してほしいということ

をお願いして、また地元の企業の方からの話も聞いてほしいということをいたしまして、今

そういうことも実行をしていただいておるようでございまして、そういう点で動きはしてい

ただいているというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 数年来、地元の企業に就職をお願いしているということなんですけど、これは嬉野高校な

んですが、地元の進出企業、技能工なんですけど、１名です。塩田工業の地元の企業、技能

工、これも１名なんです。せっかく工業高校を卒業して、技能職に勤める企業、１名、１名。

あるいは塩田工業は、このほかに鹿島市に３年間で58名、それから武雄市に３年間で22名で、

嬉野市は３年間で24名です。ですから、鹿島市に就職を決めていらっしゃる方が嬉野市に就

職しているより倍ぐらいですね。それから、武雄市に22名いらっしゃいます。ということは、

近隣の工業団地がありますから、それに対してかなりの就職を行われていると思いますけど、

これは恐らく鹿島から来た生徒が鹿島市で就職をするという、もちろん塩田の生徒も鹿島市

に就職する率があると思うんですけど、やはり近隣の鹿島市は就職場所が倍あるんです。と

いうことは、市内に雇用をもたらす企業というのが必要ではないかと思いますけど、市長は

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 ちょっと数字に違いがありますけれども、議員の御発言についてはもうそのとおりだと

思って、いろんな企業について、事あるごとに、やはり雇用を拡大してほしいということは

お願いをしてまいったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 
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 どちらも、嬉野高校は校長先生がちょっと不在でしたので、進学科の方にお伺いして、塩

田工業では校長先生にお会いしてお話をお伺いいたしました。ちょっと技能工が、せっかく

塩田工業で100名の技能、技術を持った生徒たちが、本当に市内に就職先がないというのは

残念なことだなと、ちょっと校長先生とお話ししたことでした。やはりみんな、できたら生

まれ育った地元で就職して生活を立てたいと思っていると思います。 

 次は、雇用形態についてお伺いいたします。市長でよろしいでしょうか。嬉野市の生徒の

雇用形態についてお伺いいたします。これも質問に入れていたと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 暫時休憩します。 

午前11時２分 休憩 

午前11時３分 再開 

○議長（田口好秋君） 

 再開します。 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 雇用の形態につきましては、冒頭お答え申し上げましたように、詳細な形での情報は得ら

れていないということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 この表が嬉野高校の進学科からいただいた同じものです。市役所の方にもお上げしました

というもので、同じものです。これで３年間の雇用形態を言いますと、嬉野高校の生徒の就

職先の雇用形態を申しますと、24年度には、看護助手、介護福祉士、ソーイングスタッフ、

介護職員、販売事務、それからさっき言いました技能職が１名です。それから25年度には、

介護福祉士、介護職員、調理員、ソーイングスタッフ、フロント、介護職員、介護補助１名

ずつです。で、26年度、ことしの３月に卒業した者が、ソーイングスタッフ、介護職員が２

名、技能工、これもまた塩田の進出企業です、１名。それから、サービススタッフ、看護助

手。こういうのを見ると、本当に技能工ですね、サービス業、あるいは福祉関係が多くて、

せっかくの技術を持った生徒たちが就職する場、この３年間で３名なんです。１年に１名ず

つです。これが嬉野市では、26年度卒業した生徒で機械科の生徒３名が、それから建築科の

生徒７名なんですけど、電気、ガス、水道業には全然就職していないです。電気、ガス、水

道業はゼロなんです。で、製造業が64名いらっしゃいます。やはりせっかくの技術を学んだ
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生徒たちが、雇用形態がなかなかできない、就職先がないということで、雇用形態をもっと

シフトアップするような企業、あるいは150名近くの生徒たちを雇用する場、そういう企業

ですね、技術系の企業、これの立地が必要じゃないかと思いますけど、市長はいかに考えて

いらっしゃいますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 形態ということでお尋ねでしたので、職種ということでよろしいですか。（「そうです」

と呼ぶ者あり）すみません。だから、そこはちょっと入れ違いがありまして、すみませんで

した。 

 職種については今お話のとおりで、私どもも情報としてつかんでおりますし、実は県の高

校再編の問題のときにも、そのような情報をつかんで、私どもとしては議会の皆さん方と一

緒に御理解いただきながら要望活動をしてきたところでございまして、嬉野高校につきまし

ては、総合学科といえども特色ある福祉、それから観光、そういうものを持っておりますの

で、そういう職種にぜひついてほしいということでお願いをして、そしてそういうのが地域

の力になるというふうにお話を申し上げたところでございます。また、塩田工業高校につき

ましては、私どもだけじゃなくて、鹿島、武雄、嬉野、有田あたりまで含んで、いわゆる技

術の集団として塩田工業がすばらしいものがあると。だから、そういうものをぜひ伸ばして

いきたいということでお話をさせていただいたとおりでございまして、議員御発言の趣旨と

全く同じでございまして、今後ともいろんな努力をしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 いろんな面で市長が努力されておられるというのは本当に感じます。ただ、技術系の生徒

たちを、本当にさらに100人とか200人とか雇用できる企業、あるいはどうしても技術系の職

種というのがやっぱり経済効果を生みますし、子どもたちの生活にも安定した生活を生むと

思いますので、そういう面をさらに、生徒たちの行く末、いわゆる人口減対策の一環として

考えていかれたらと思います。子どもたちの就職先あっせんじゃなくて、いわゆる嬉野市に

企業を立地するという、それをお願いしたい、計画を考えていただきたいというのが私の趣

旨ですけど、もう１つ答弁をお願いいたします。 

○議長（田口好秋君） 
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 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今までも県と一緒に努力しながら来たところでございますけれども、成果としてなかなか

できていないということでございましたので、またことしから職員も県の企業立地課のほう

に派遣をいたしておりますし、またそういう情報もつかみながらしっかりやっていきたいと

思います。非常に重要な御提言だと思っておりますので、今後も努力をしてまいりたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 次の３番目に移ります。市外からの人口流入、人口の増加はどのように図られているかと

いうことでお伺いいたします。 

 いわゆる嬉野市は観光立市でありますので、観光による人口の流入、交流ができて、現在

は200万人と言われております。しかし、統計を見ますと、日帰り観光客がふえておりまし

て、宿泊観光客は減少傾向にあります。しかし、近年、昨年度からですか、オルレコースな

ど整備され、またにぎわいラボとか、そういう施策をしていただいて、観光客も増加傾向に

あると思いますけど、宿泊客数に対してはその傾向はどのような傾向でしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 先ほど議員がおっしゃったように、日帰りの客がふえているというようなことですけれど

も、宿泊も現在ふえております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 一応観光流入という総数が200万人といつも言われていますけど、宿泊客数は何十万人ぐ

らいでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 



- 47 - 

 お答えいたします。 

 約50万人でございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 50万人で、宿泊が１万円ぐらい一応要りますけど、50万人で宿泊が１万円使ったとしたら、

経済効果は幾らぐらいになるでしょうか、課長。 

○議長（田口好秋君） 

 暫時休憩します。 

午前11時11分 休憩 

午前11時12分 再開 

○議長（田口好秋君） 

 再開します。 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 市勢要覧の中で、平成25年度のしか出ていませんけれども、年度の消費額というのがござ

いますけれども、その中で消費額の合計が133億5,519万円となっております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 私が見積もったのは、50万人を１万円、大体宿泊したら１万円は使いますので、１万円

使ったら500億円です。で、133億円といったら、かなり安いところに、お土産も買わないで

というようなことはないですけど、先々週、ボランティアガイドをしたんですが、塩田津を

案内したんですけど、嬉野に泊まられたということです。で、塩田津で結構買い物をしてい

ただきました。１万円ぐらいだったです。で、１万円の50万人だったら、ちょっと500億円

のあれが落ちるわけですよね。そしたら…… 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員、ちょっと待ってください。計算間違いないですか。50億円じゃないですか。 

○11番（芦塚典子君）続 

 50億円ですかね。ごめんなさい。そしたら、ちょっとすみません。私が500億円と勘違い

しておりました。50億円ですね。で、133億円でしたら１万円以上の宿泊をなさったという

ことです。 



- 48 - 

 次に質問は、塩田津の伝建地区の観光客は何人ぐらいいらっしゃいますか。 

○議長（田口好秋君） 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 塩田津町並み保存会にお聞きしたところ、25年度が訪問者が4,257名で、26年度が5,257名

で、今現在、５月現在で732名の訪問者がいらっしゃるということでございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 すみません、ちょっと先ほどは間違えまして、50億円ということですね。 

 塩田津の場合は大体5,000人の観光客があるということなんですけど、今まで、昨年度、

日本の大体伝建地区の観光を調査してまいりました。で、山鹿市が、山鹿市は伝建じゃない

ですけど、ほかの事業で歴史的建造物群を修理しております、国交省の事業でですね。山鹿

市が380万人です。福島大内宿が、すごい田舎だったんですけど、120万人です。愛媛県の内

子町が、人口1,600人の町ですけど、昨年度の観光客は60万人です。その後、千葉県の香取

市、佐原に行ったんですけど、ここは800万人です。で、町並みゼミに講師としておいでい

ただいた真壁町ですね。ここは本当に、茨城県なんですけど、陸の孤島と言われるところな

んですけど、３月のひな祭り時に10万人の観光客がおいでになっております。で、帰りに

寄った川越市は675万人です。 

 今後、流入人口の増加を図るには、やはり伝建地区の活性化、活用というのが必要だと思

いますけど、課長はどのように伝建地区を捉えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 もちろん伝建地区は観光の材料として非常に重要な地区だと思っております。先ほど市長

の答弁にもありましたように、今回、酒蔵まつり等々のイベントを開催して、できるだけ観

光の誘客を進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 
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 この伝建地区で調査を対応していただいたのは、大体文化財課が対応していただきました。

あと建設課とか、そういう方たちにお願いしたんですけど、主に文化財課が対応していただ

いております。で、やはり嬉野市においても文化財担当課の調査がおくれていると、観光に

寄与していないと思いますけど、市長は文化財課の新設というのはどのように考えていらっ

しゃいますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 伝統的建造物群につきましては、地域の皆さん方の御理解をいただきながら整備を進めて

きたところでございまして、平成18年から進めているわけですけど、今のところ順調にいっ

ているというふうに思います。 

 それで、議員御発言のように、やはり文化財の文化的な証明と検証ということがまずは第

一になってくるわけでございますので、今まで私どもの教育総務課が適切に努力をしてきた

というふうに思っております。ただ、トータルでいきますと、まだ相当件数が残りますので、

やはり文化財の専門家が努力する余地がまだ相当あるというふうに思っております。 

 また、議員御発言の観光的な立場から考えますと、当然文化財的な調査を進め、また整備

をしながらそれを生かしていくというのは、やはり観光の専門家の皆さん方の御意見をいた

だきながら取り組まなければならないと思っておりますので、当然それの動きの中には教育

総務課の職員の知識というのが必要になってくるわけでございますので、いわゆる連携をし

ながら努力させていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 文化財課の重要性と上げているのは、まだ伝建地区の歴史的町並みで資源の特性というの

を調べられていないということと、塩田津の歴史的変遷の全てを今後把握すべきじゃないか

という点にありますし、景観法に基づく政策が必要である。また、文化財を修理して、どの

ように今後生かすかというビジョンが必要である。こういう観点から文化財課の必要性を感

じます。 

 また、桜川市真壁町なんですけど、真壁町庁舎の２階全て文化財課で、６名の職員がい

らっしゃいました。で、文化財課というのを私がこのように取り上げているのは、先ほど申

しましたように、資源が余り活用されていないと。また、歴史的変遷が全て把握されていな

い。景観法、それから文化財を修理して今後のビジョンですね、塩田津のビジョン、どのよ
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うに活性化に持っていくか、観光に持っていくか、こういうのが活用されていないという点

で文化財課が必要かと思います。 

 それともう１つなんですけど、ちょっとお伺いします。 

 塩田津の文化財を基礎とする特別交付税は、今年度幾ら予定、26年度でもよろしいですけ

ど、特別交付税は幾らだったでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 財政課長。 

○財政課長（中野哲也君） 

 お答えいたします。 

 平成26年度において、嬉野市に所在する文化財に対する特別交付税算定額が1,352万円と

なっております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 伝建地区に対する特別交付税はかなり優遇されておりまして、真壁町にお伺いしたときに、

５億円の特別交付税が配賦されておりました。１億円がソフト事業に、４億円が伝建家屋の

修理でした。で、本当に文化財の調査、あるいは文化財課の新設というのは、特別交付税に

かかわることですので、やはり文化財課を新設して、特別交付税、あるいは観光にかなりの

有力な資源開発になるんじゃないかと思いますけど、市長、もう一度お伺いします。文化財

課の新設というのは今後考えられているでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 将来のことはちょっと述べられませんけど、今の段階では、私どもとしては文化財の担当

課長もおりますし、また担当課でしっかりやっておりますので、これからもっと充実をさせ

ていきたいというふうに考えております。 

 次に、特交の件でございますけど、今、私どもの悩みは、いわゆる伝建地区の指定を受け

ましたけれども、伝建地区全体の予算が文科省のほうで毎年減っているという状況でござい

まして、当初どおりの配分は欲しいなと思っておりますので、ぜひほかの自治体も勉強させ

ていただいて、特交がそれほど差があるなら、やっぱり要求をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 市長が答弁されたように、伝建地区が今後、本当に活用されるかどうかということで補助

金が上下していくと思います。そういうことで、やはり文化財課、今、文化財グループです

かね、頑張っていらっしゃるけど、人員が足りないと思います。人員増設して、文化財の拡

充、あるいは観光面に対する文化財の活用ということを考えられないでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現在の段階でも、いわゆる文化財の取り扱い等につきましては積極的に行っておるところ

でございまして、限られた人数でございますけれども、より精度を上げて頑張れるように指

導をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 次は、人口減対策室という問題に移らせていただきますけど、嬉野市の定住政策をお伺い

いたします。どちらにお伺いしたらよろしいでしょうか。定住政策ですけど。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 定住政策につきましては、もう以前から嬉野市はとってきたところでございまして、政策

的には総合的に地域を活性化するということに尽きるわけでございますけれども、まずはや

はり保健福祉の面で、ほかの自治体に先駆けて新しい施策をとってきたところでございます。 

 もう１つは、出会いの場をつくって人口増へのきっかけをつくっていただければというこ

とで、いわゆる結婚への推進事業も行っておるところでございまして、また議会のほうから

も御提案をいただいて、定住、それから移住の住宅の補助制度ですね、そういうものもつ

くっておるところでございまして、今まで積極的にはやってまいりましたけれども、最終的

には人口減を招いているということで、より以上にやはり努力をしなくてはならないという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 本当に人口減問題というのは、さまざまな面で、福祉、保健、それから教育、インフラ整

備、必ず多方面にわたって施策が必要だと思いますけど、同じ消滅可能性市町の多久市の

ホームページをちょっと開いてみたら、一番最初に「定住のススメ」という欄がありました。

それで、そこが子育て・若者世帯補助制度、空き家リフォーム補助金、三世代同居増改築等

補助金、新婚さんへの家賃補助、増改築等補助制度、それから市内の物件情報、これは嬉野

市もホームページで流れております。また、もう１つ本当に効果的だと思ったのは、定住促

進住宅団地情報といって、住宅団地を造成して、そこの情報を流しているようです。という

ことで、嬉野市は多方面にわたって施策をなさっていますけど、多久市は今年度２万人を

切っているようです。で、私たちの嬉野市も今２万7,000人ですけど、2040年には２万人は

切るわけじゃないんですけど、3,000人でいくと２万4,000人になって、本当に増田レポート

に載る形になる可能性がありますので、ここで多久市との共同政策、あるいは多久市の定住

政策にある程度学ぶことがあると思いますので、地域連携ということで定住促進に向けた政

策を持って、多久市と連携で消滅可能性都市変換プロジェクト特区を申請する考えはどうで

しょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 佐賀県内全体が、いわゆる鳥栖市さんを除いて全て消滅していくと、人口が少なくなって

いくという状況であるわけでございますので、今回、県も定住関係促進の施策を打つという

ふうに話をしておられますので、我々としてもそれを受けて、やはりしっかりやっていきた

いというふうに思っております。また、それぞれの自治体も特色ある政策を打っておられま

すので、いいところはやはり学びながらしっかりやっていければと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 さまざまな施策が必要だと思いますけど、特区構想というのも、今年度だったですかね、

２月にヒアリングがあっております。で、兵庫県養父市、これは人口を調べてみたら２万

4,242人です。で、もう１つは秋田県の仙北市、ここも２万7,351人です。で、兵庫県養父市

は、高齢者雇用による農業等新産業創出事業、いわゆるアグリ特区を27年２月16日に認可、

8,000万円の事業費がおりております。また、県とか、企業とか、かなり特区申請があって
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いるようですけど、私はこういう嬉野市と同じような市が特区申請を行って、これはやはり

人口減対策の一環として、国からの資金を活用して行う必要があるんじゃないかと思って特

区申請を調べてみました。で、秋田県の仙北市が２万7,000人、ちょうどうちと一緒ぐらい

ですけど、田沢湖と玉川温泉を中核とした医療・農林特区、これは本当に嬉野市でも言える

ことじゃないかと思います。で、これが仙北市の総務部定住対策推進室が秋田県仙北市の特

区申請を行っております。総務部の定住対策推進室というのが特区申請を行っております。

で、嬉野市も、本当に人口減対策を行うんでしたら、嬉野市の人口減対策室、あるいは人口

問題プロジェクトチームというような、対策室、あるいは人口減に対する何らかのプロジェ

クトをつくって、増田レポートに対する克服をすべきじゃないかと思いますけど、市長はど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 人口減の対策につきましては、既に嬉野市の総合戦略会議、まち・ひと・しごと創生本部

を設置して、そして人口減少の進展具合とか、また超高齢社会について、いわゆる課題に対

してどのように対処していくかということで協議を始めておりますので、これはもう議員の

御発言のところについても十分参照しながら努力をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 国の創生会議に対してでも、特区申請、あるいは対策室を本当に掲げて、増田レポートに

対する人口減対策問題を重要に検討すべき時期じゃないかと思います。 

 次に、人口減対策に対して、嬉野市の空き家バンクに対して質問をお願いいたします。 

 現在、空き家バンクの登録数は何件ぐらいでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えいたします。 

 ２件でございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 
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○11番（芦塚典子君） 

 その２件は、すぐ貸すことができる空き家でしょうか。それとも補修、改修の必要な空き

家でしょうか。または人が住める状態でない空き家でしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 ２件とも住める状態にございます。ただし、１件については少々補修が必要な物件でござ

います。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 空き家バンクに対して、ホームページで上げられていますけど、このほかにプロモートと

して市内とか市外で空き家バンク情報を流され、かつ周知されていらっしゃいますでしょう

か。例えば、福岡とか関西で、移住のために空き家バンクを活用してはどうかというような

ことをウエブとかで周知なさっていますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 今の空き家バンクの情報提供といたしましては、メーンが嬉野市のホームページでござい

ます。で、ほかのところでの情報提供につきましては、今後、先ほど市長からの答弁ありま

したけれども、移住・交流情報ガーデンであったりとか、ふるさと回帰支援センター、この

あたりで空き家バンクあたりも情報提供していければと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 さっきの２件はすぐ貸すことができる空き家ということなんですけど、今後、空き家をよ

り住みやすくするための改修工事補助金というのを考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 
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 リフォーム補助制度につきましては、他市でも今取り組みが始められているようでござい

ます。先般も神埼市さんあたりが宅建協会さんと協定を結んでされているようでございます

ので、他市のそういうところを勉強して、嬉野市も導入できないか、検討していきたいと

思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 嬉野市で、空き家にほかから移住なさってきていただいた方は何人ぐらいいらっしゃいま

すでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 １件でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 その１件の方は、ちょっとどこからかわかりませんけど、空き家のほうに移住をなさって、

その後に田舎になれていただくためのフォローとか、そういうのはフォローをしていただく

方とかいらっしゃいますか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 空き家バンク制度を利用して入居された方が、ことし４月でございます。今後、我々もほ

かのまちあたりに聞いてみると、そういうフォローが非常に重要になるということでお聞き

しておりますので、十分なフォローをしていければと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 ４月に竹田市を視察させていただきました。ここは、他県からの移住、あるいは農村回帰

支援センターを設立して、19人の集落支援員さんを活用して、空き家が移住実績で、ことし
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の４月で120世帯、241人が移住をされております。それには、やっぱり19人の集落支援員さ

ん、それから農村回帰マネジャー、移住コンシェルジュ、それから地域おこし協力隊、こう

いうのを配置して、空き家バンクの登録者が、今、26年です、829件あるということです。

こういうことで、私も、兵庫からいらっしゃっている方もいらっしゃいます。本当に塩田が

いいところだったということで、やはり田舎の暮らしを望んでいらっしゃる方がいらっしゃ

るので、やはりもっと空き家バンクの支援策ですね、補助金、あるいは支援員、それからコ

ンシェルジュ、あるいは地域おこし協力隊、こういう方たちを配置して、空き家が本当に活

性化の一端を担うようにしていただきたいと思いますけど、市長、答弁をいただきます。空

き家の活性化ですね。そういう集落支援員、それから農村回帰マネジャー、移住コンシェル

ジュとか、地域おこし協力隊、こういう市民の方にお願いして、空き家の登録者数をふやし

て、やはり定住促進に結べていけたらと思いますけど、市長はどのように考えていらっしゃ

いますか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今、御発言につきましては、ぜひ参考にさせていただいて、充実していきたいと思ってお

ります。以前からこの件につきましてはいろいろ話を聞いているところでございますけれど

も、嬉野市の場合は幸いにして、いわゆる集合住宅が非常に多いということで、集合住宅に

入っておられる方がたくさんおられるわけでございまして、そういう方々は当然お仕事と一

緒にしておられるということで、いわゆる不動産関係の方がいろんな形で御努力をいただい

ておるところでございまして、嬉野市の人口の形態にしては不動産屋さんのほうが非常にた

くさん扱っておられるということでございますので、その点、十分情報を交換しながらやっ

ていければと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 空き家バンクをこのように固執というんですか、一般質問に取り上げたのは、嬉野市は流

入人口が多分700人ぐらいだったと思います、１年でですね。そして、流出人口が1,000人ぐ

らいあるんです。これを定住に向けるような施策が必要じゃないかと思いましたので、この

定住政策に、さっき言ったように、竹田市は定住政策に１億1,000万円かけているそうです。

で、人件費が5,000万円とおっしゃいました。それぐらいの費用が要るわけですよね、211人

の成果を得るには。ですから、さっきの特区請求で8,000万円とか、そういう資金というの
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をやっぱりいただいて、あるいは何件かの市で共同して特区申請をなさっているところもい

らっしゃいましたので、多久と共同で特区申請とか、そういうのも考えられますので、やは

り本腰を入れて移住、あるいは定住政策に力を入れていただきたいと思います。 

 そこで、ちょっと問題なんですけど、移住ガイドブックをいろいろいただきました、いろ

いろ書類を。で、これは大分県竹田市の移住ガイドブックです。すごくかわいくて、移住し

た人たちとか書いてあります。移住の方法も書いてあります。移住、定住の方法とか、それ

もここに書いてありますし、これがあれば、本当に読んだら、ああ、行ってみたいなとか、

とにかく竹田市に来てくださいということなんですけど、いいブックだなと思いました。こ

ういうのにもやっぱりいろんな予算を使ってあると思いますけど、１億1,000万円はちょっ

と私も感心いたしました。嬉野市もすぐにこういうブックをつくれないでしょうか。市長、

いかがですか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 嬉野の場合は特殊な魅力もあるわけでございますので、多くのリーフレット等をつくって

おりますので、定住希望の方にわかりやすいリーフレットは必要だというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 これはすごく効果的だと思いました。ぜひ考えていただきたいと思います。 

 次は、人口減対策なんですけど、結婚、出産、子育て支援対策事業は、人口の増減を左右

する事業であるが、どのような対策がとられておりますでしょうか、お聞きします。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 結婚、出産、子育て支援対策事業につきましてのお尋ねでございますが、結婚に係る対策

につきましては、平成23年度より結婚支援事業に取り組んでおるところでございまして、各

地域コミュニティに１名の結婚支援サポーターを配置させていただいております。また、男

性登録者のスキルアップを図るセミナーや出会いのイベントや啓発講演会などを開催してお

るところでございます。 

 また、ことし４月から子ども・子育て支援制度がスタートしたところでございますが、人
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口減に対する施策としては、現行の保育所運営、学童保育、医療費助成、児童手当等の子育

て支援策はそのまま継承して、新制度におきましても、ことし３月に策定しました嬉野市子

ども・子育て支援事業計画に掲げる基本理念、また基本目標に即したさまざまな事業を実施

して、質の高い保育、教育サービスの提供に努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 結婚に対してはいろんな施策を行っていただいて、結婚、出産ですね、男女の不妊治療費

とか不育治療費など、助成がありますけど、出生率が改善されればいいと思っていますけど、

これはちょっと議員とかたろう会で市民の方にお願いをされたことなんですが、出産の第３

子、第４子に出産祝い金を出したらどうかという要望がありましたけど、市長はどのように

考えられますか。第３子、第４子に出産祝い金を出すという、どこかテレビであっていまし

たけど、嬉野市でも奨励したらどうかということですけど、市長は。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 ほかの自治体でもいろいろ取り組みがあっているということはもう十分承知をいたしてお

りまして、私どもとしては、そのもう１つ手前の段階で、いわゆる結婚支援をしているわけ

でございますけれども、結婚支援の方のスキルアップといいますか、そういうことを行って

おりますので、ほかの自治体よりも進んでやっているというふうに思います。そういうこと

で、予算の使い方でございましょうけれども、私どもとしてはぜひ今の形を続けていきたい

と思っております。また、予算で余裕ができましたら、当然、３子、４子ということじゃな

くて、子育て全体に配分していければと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 そういう要望がありましたので、やはり人口増につながるという考えだったと思いますの

で、今後検討していただきたいと思います。 

 ３つ目の子育て支援事業、本当に人口減対策に直接かかわる施策と思いますけど、子育て

支援センターを、今、金曜日まで開催して、何時までだったかな、開催していらっしゃいま

すけど、土日も開催して、開催時間についても延長が必要だと思います。隣の市がそうです
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ので、隣の市と比較されないように、同じぐらいの開催日、あるいは延長時間が必要だと思

いますけど、市民福祉部長でしょうか、すみません。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 以前もそういうお話を承りましたけれども、実は以前は輪番で受けていただいておった経

緯もございます、保育園で日曜も。しかし、ほとんど利用者がなかったということもござい

まして、また今、保育園等にお聞きしましても、いわゆる日曜日ということについての希望

は非常に少ないというふうな話でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 子育て支援センターを一極集中できるという案がありますけど、ここの塩田町は５キロ圏

内で、もう隣の鹿島市、武雄市、有明町なんです。５キロ圏内で子育て支援センターは充実

したところに行っておられるんです。ですから、嬉野のまちまでと塩田の庁舎まで、10キロ

圏内です。やはり母親が子育てをしながら働けるというのは、10分以内で行ける５キロ圏内

で環境の充実を図る必要があると思いますので、両方、一極集中じゃなくて、各地域に子育

て支援センター、５キロ圏内で10分で行ける子育て支援センター、また土日も開催、あるい

は土曜日だけでも開催してもらえるという子育て支援センターが今後の人口減対策にぜひ必

要だと思いますけど、市長はそこをどういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 その件についても、今、担当課には指示をしておるところでございますが、いわゆるそれ

ぞれの施設が私どもの自治体だけで使うとすると、非常にもったいなくもあるし、また高度

の利用ができないという課題もありますので、今お話ありました、ほかの自治体とも連携し

て、そして同じような形で、同じ市民として使えるように一応交渉していこうということで

話をしているところでございますので、例えば、簡単に言いますと、うちのリバティを鹿島、

武雄の人が使っていただいてもいいし、私どもがまた鹿島のいろんなさっき言われた施設も

使っていいというようなことで、地域全体で子育ても福祉も支えていければということで、

今、研究をしようというふうに言っておりますので、そこらについてはこれからしばらく時
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間をいただいて、ぜひ実現できるように努力をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 今のところは、多分、隣市からは利用料金が違うはずだったと思います。武雄でちょっと

調べたことなんですけど。そういうことがないように、やっぱり子育ては各地域で、あるい

は広域で連携できるような子育て支援センターの充実を図っていただきたいと思います。こ

れが本当に、人口減に対する、増田レポートに対するアタックの政策を、ぜひここで市長並

びに職員全員で研究していただきたいと思います。 

 次は、雨季に対する防災対策についてお伺いいたします。 

 豪雨及びゲリラ雨に対する浸水想定地区及び中山間地の監視パトロール状況をお伺いした

いと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 きのうから雨になっておりまして、けさは何か熊本のほうで避難勧告が出たということで

非常に心配をしているわけですけど、幸いにして、まだ私どものほうには強い雨が降らなく

てよかったなというふうに思っておりますが、実は雨季にかかわらず、私どもとしては防災

についてのパトロールを、この前も議会の委員長さん等も参加していただいて、各地区で実

施をいたしました。そのほかにも各地区から、いわゆる危険箇所の点検等の要望も上がって

きておりますので、今、担当課ではずっと全箇所必ず見るようにいたしておりますので、一

応把握はしていくというふうに思っております。しかしながら、それでも十分ではありませ

んので、県なり連携しながら防災対策事業につきましてはしっかりやっていきたいというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 昨年度、６月議会に同じ問題について質問をさせていただきました。そのときは、やっぱ

りパトロールをしておりますということでした。で、危険箇所は何カ所かがあるけどという

ことだったんですけど、結果としては、昨年度、７月３日の降雨で、80ミリぐらいの降雨で

20から30カ所ぐらいの崖崩れとか道路の補修がありましたので、今、降雨時期、雨季です。
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今、南のほうに梅雨前線が行っていますけど、少し北に上れば、今まで梅雨前線の停滞時期

に水害が起こっております。ぜひもう一回、河川、あるいは山間部のパトロールを行ってい

ただきたいと思います。 

 それともう１つ、昨年は80ミリの雨でダムの放流がありました。で、１時間に１メートル

水位が上がった経緯があります。ダムの放流の場合、嬉野市に直接連絡があるのか。そして、

連絡があったら市民にどのように伝えておられるのか、それをちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今、大きなダム２カ所ができまして、非常に安心な河川になったわけでございますけれど

も、これで万全ではございませんので、いわゆるダムの放流があった場合につきましては、

もちろん当然市役所にも連絡が来るようになっておりますし、またそれぞれ警報装置が河川

に沿って設置してありますので、まずそれで近隣の方にはお知らせするということになりま

すけれども、当然私どものほうにも連絡は入ってくるというふうになっておりますので、私

どもとしては防災無線等でまたお知らせをするという形になっていくと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 河川のダムの放流時の警報装置が、ちょっと昨年度はよくわからなかったんですけど、警

報のサイレンが鳴ったのでしょうか。昨年のですね。６メートルが７メートル、１メートル

１時間で上がったんです。そのときの流域の人たち、何かあれよあれよと見ていらっしゃっ

たんですけど、サイレンとか、そういう流域の人たちにダムの放流だというのを知らせる警

告みたいなのがあったんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 建設・新幹線課長。 

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君） 

 お答えいたします。 

 今、議員の御発言の放流があったという件ですけれども、基本的にはダム自体はある程度

一定の高さまでは常時ためておくというつくりになっております。それを超えて洪水調整と

いう時期に入ったら、流入量が40トンまでは常に40トンの放流をすると。それを超えて入っ

てきたときに40トンを超えて放流をいたしますので、そのときにはサイレンが鳴るというよ
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うなシステムになっております。それで、今お尋ねの分につきましては、昨年については多

分入ってきた分を出しておったということですので、サイレンは鳴っていなかったのではな

かろうかと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 私もそこにいたんですけど、サイレンは聞こえませんでした。そして、ダムの放流は40ト

ンとおっしゃいますけど、大体１メートルじゃなくて、河川流域に50センチを限度に放流す

るというのがあるんですけど、それはどのように遵守なさっていらっしゃいますか。 

○議長（田口好秋君） 

 建設・新幹線課長。 

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君） 

 ダムのほうの管理規程というのがございますけれども、その管理規程の中には、横竹ダム

では35トン、岩屋川内ダムにおいては40トンというふうに明記をされておりますので、それ

に従って管理をされているものと認識をいたしております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 ──────────────────────────────────────────

──────────────〔発 言 取 り 消 し〕──────────────

───────────────────今後、河川の崩壊とか、越流とか、そういう事故が

ないように、ダム管理事務所との連携をとっていただきたいと思います。 

 次、排水機場の整備点検、稼働に関することなんですけど、昨年度の７月３日の庁舎の地

下の浸水の原因は調査されていますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 暫時休憩します。 

午前11時56分 休憩 

午前11時56分 再開 

○議長（田口好秋君） 

 再開します。 

 総務企画部長。 

○総務企画部長（池田英信君） 
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 お答えいたします。 

 詳細について、その時点で調査をしたかということについては、ちょっとはっきりここで

は申し上げることはできませんけれども、持ち帰ってちょっと調べたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 ここの庁舎に流入する河川とか水路があるんですけど、どういう河川が流入しているかと

いうのを把握していらっしゃいますでしょうか。この庁舎の下に。 

○議長（田口好秋君） 

 建設・新幹線課長。 

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君） 

 お答えいたします。 

 流入している河川といたしましては、浦田川のほうの河川が関係しているのではなかろう

かと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 浦田川河川にここが排出するようになっております。ただ、流入する河川が、花立水路か

ら流入します。昨年はポンプの機能を上げていただいたので、花立水路はすごく排出力が

あって、きれいに排出があっております。だから、こちらのほうには流入していないです。

で、問題は浦田川なんです。花立水路のほうは水はこっちに流入していないです。ただ、問

題は浦田川なんです。浦田川が、八幡川のポンプが稼働しなくて、逆流してここが浸水して

います。ですから、昨年は八幡川のポンプを、やっぱり1.5トンを１つですかね、だと思う

んですけど、それとかあずを引き揚げる設備をつくっていただきたいという、県に要望して

いただきたいというのを上げたんですけど、それはどのようになっておりますでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 建設・新幹線課長。 

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君） 

 お答えをいたします。 

 先ほどのポンプの件でございますけれども、１トンのポンプ、１秒当たり１トンですね、

それが２基、今据わっておるような状況でございます。それと、あずの話だと思うんですけ
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れども、今現在、杵藤土木のほうで、網場、何というんですかね、ごみが寄らないように防

ぐようなネット、よくダムとかに行かれればネット等が張ってあるのが見えますけれども、

あれを今準備していただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 庁舎が浸水するというのは、本当に一番避けたい事故だと思います。また、災害時にはこ

こは対策本部になりますので、そういうことがあってはならないと思いますので、やはり浦

田川水域とか、そういう河川の流入場所、あるいはポンプの起動、そういうのをぜひ点検、

あるいは整備、それから特にここの庁舎の下が浸水しないような施策を十分にしていただき

たいと思いますけど、じゃ、県のほうにはあずを取る設備は申請していないんですか。 

○議長（田口好秋君） 

 建設・新幹線課長。 

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君） 

 お答えいたします。自動でごみを取るというものについては、やはり費用的なものもあっ

て非常に難しいと。基本的には、ポンプが必ず稼働するように、そこにごみが寄っていかな

いようなとりあえず手はずをするということで、今、準備を進めていただいております。そ

れとあと、ポンプ等の管理でございますけれども、毎月１度は必ず点検もしていただいてお

りますし、台風が発生した時期とか、そういったときにつきましては臨時的に点検をしてい

ただいておるという実績で報告を受けております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 本当に過剰とは言いませんけど、過敏なる災害対策をしていただきたいと思います。 

 次に、福祉課のサービスについてお伺いします。 

 高齢者に対するサービスを、議員とかたろう会で２カ所申し入れがありました。で、高齢

者に対するサービスが、嬉野庁舎、塩田庁舎で高齢者が帰っていただかねばならないような、

そういうできないサービスがあるんでしょうか。すみません、市長。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 
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 高齢者の方が帰られるというようなことはないように努力をしておりますので、どのよう

な案件なのか、もう一回確認をさせていただきたいと思います。今、両方で高齢者の方への

業務は十分できるように手配をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 多分２カ所で、すごく高齢者、庁舎に来られて、嬉野のほうに行ってくださいとか言われ

たので、高齢者は車が乗れないし、何でそのような手続をしなきゃならないのかという方の

質問がありました。やっぱり塩田庁舎に行こうが、嬉野庁舎に行こうが、高齢者の福祉サー

ビス、あるいは子どものサービスは、ワンストップで迅速にできるような、そういう、今は

本当にＩＣＴの時代ですので、ワンストップでできる、高齢者に不便をかけない、子育て支

援のお母さんたちに不便をかけない、そういう施策が必要だと思いますけど、十分にできて

いますでしょうか、市長。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 それぞれヒアリング等もいたしますけど、特にそういうふうな御意見は承ったことござい

ませんので、もし正式なお話ですと、ちゃんと対応をさせていただきたいと思います。それ

はもう市民の方に迷惑かけたということになりますと大変なことですので、ちゃんと対応し

ていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 実は私も、市民課であっちに行けとか、こっちに行けとか、言われたことはあります、昨

年ですね。だから、市長がおっしゃられるのは、目指すところは、本当に市民サービスを充

実していくというのが大切なんですけど、やはりそこで職員さんたちの教育とか、それから

組織の改革等で不便をかけることがあったかもしれないです。本当にこれは２カ所ですごく

憤慨して承りました。そういうことで、そういう市民の行政サービスに対する不満がないよ

うな施策をぜひしていただきたいと思います。もう一回ここで答弁をよろしいでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 それぞれ職員の能力の差というのは当然あるわけでございますけれども、全ての職員が適

切に対応できるように指導をしているつもりですけれども、行き届かない点があったとすれ

ば、今後また努力をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 芦塚議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 人口減対策、あるいは雨季の災害対策、福祉課のサービス対策について質問させていただ

きました。よりよい行政が行われるように、できるだけ議会でも努力をしていきたいと思い

ますので、きょうはどうも一般質問ありがとうございました。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（田口好秋君） 

 これで芦塚典子議員の一般質問を終わります。 

 一般質問の議事の途中ですが、ここで13時10分まで休憩いたします。 

午後０時５分 休憩 

午後１時10分 再開 

○議長（田口好秋君） 

 それでは、休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。 

 先ほどの芦塚典子議員の質問の中で、発言の取り消しの申し出があっておりますので、こ

れを許可いたします。芦塚典子議員。 

○11番（芦塚典子君） 

 先ほどの私の一般質問に対して、修正をお願いいたします。 

 「雨期の防災について」のところなんですけど、「ダムの放流による河川の越流などに対

する備えについて」というところで、私が──────〔発言取り消し〕──────とい

う文言を申しましたけど、それは私の記憶違いでありましたので、この件に関しては撤回さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（田口好秋君） 

 それでは、一般質問を続けます。 

 ５番森田明彦議員の発言を許します。森田明彦議員。 

○５番（森田明彦君） 

 皆さんこんにちは。議席番号５番森田明彦です。 

 さて、きょうは暦の上では入梅となっておりました。そして、ちょっと調べてみましたけ
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れども、きょうは「傘の日」ということで、約26年前に日本洋傘振興協議会というところが

制定をされたということでございました。 

 議長のお許しをいただきましたので、通告書に沿って質問をさせていただきます。 

 質問項目は３つさせていただきます。 

 最初の質問ですが、企業誘致について。２つ目に、今回、制定・施行されます「空き家対

策特別措置法」関連について。３つ目に、コンビニ店での証明書発行についてを質問いたし

ます。 

 最初の項目については、今までも多くの議員諸氏より質問をされてきました。そして、昨

年、それからことし、議員とかたろう会を開催する中で、各地域の多くの市民の方から必ず

質問が出てまいります、いわゆる企業誘致について伺います。 

 まず、壇上からの質問として、市の都市計画マスタープラン及び市総合計画後期基本計画

でも、新規企業の受け皿となる工場用地の確保に努め、また積極的に情報提供を行い、企業

誘致を促進すると表明をされております。この政策の方針は今も変わらないか、市長の考え

を伺います。 

 以下の再質問等につきましては、質問席より質問をさせていただきます。 

○議長（田口好秋君） 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 森田明彦議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、市の都市計画マスタープラン及び市総合計画後期基本計画でも、

新規企業の受け皿となる工場用地の確保に努め、また積極的に情報提供を行い、企業誘致を

促進すると表明されているが、政策の方針は今も変わらないかというお尋ねでございます。 

 企業誘致につきましては、雇用による人口流出の抑制及び定住人口の増加につながると

いった点、また、嬉野市全体の地域経済の活性化といった点からも重要な施策の一つである

と同時に、工業用地の確保につきましても当然必要であると考えます。 

 今後につきましても、今年度の県の基本方針にもあるように、従来の製造業中心からホワ

イトカラーを志向する若者の雇用の創出及び市内への定着を図るため、製造業に加えて事務

系の誘致にも重点を置くこととし、そのための情報発信にも力を入れて取り組んでまいった

ところでございます。 

 お尋ねの嬉野市都市計画マスタープランにおいて、産業振興拠点として久間工業団地地区

を設定し、他地区への無秩序な工業機能の散在を抑え、自然環境の保存と両立した産業の集

積を図ると定めております。 

 この都市計画マスタープランは目標年次を2030年度と定めており、方針については今も変

わっておりません。 



- 68 - 

 以上で、森田明彦議員のお尋ねについてお答えといたします。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ありがとうございました。 

 ただいま2030年を見越しての計画ということで御答弁をいただきました。特に今年度の当

初予算書等を見てみますと、商工振興費で委員会の報酬、それから総務費の企業誘致費の中

の同じく報酬、それから関西事務所への職員の派遣、同じくその交際費、そして県の企業立

地推進協議会の負担金といったところで、両方合計いたしまして100万円少々の予算組みが

今年度もちょっと見せていただいたところでございますけれども、市長がマニフェストにも

掲げられていらっしゃった歓声の聞こえるまち、そしてまた、きょう午前中の御質問にもお

答えされておられましたけれども、人口の定住促進等を掲げていくにしては若干、予算編成

がまだまだちょっと足りないんじゃないかなというような印象を持っておりますけれども、

この点はいかがでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 引き続き、努力をしておるところでございまして、今回は、さきのお尋ねにもお答えしま

したけれども、人も派遣をいたしまして、現在、情報収集等も行っておるところでございま

して、具体的に話が動いてくるとなると、また議会のほうにもお願いをして新しい予算組み

で動きたいというふうに思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 それでは、議会でもそれこそたびたび質問が出ておることでございますけれども、いわゆ

る工場用地確保に向けた動きというのがなかなか見えてこないということです。この原因と、

それから考えられる対策というのを再度お伺いしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 合併当初から県と企業誘致の協議をいたしまして、県も御理解いただいて、嬉野市内の現



- 69 - 

地調査をしていただいて、それで久間地区にということでお互い協議をして、そして、そこ

で地権者の了解をいただきながら土地を開発していこうということで努力をしてきたわけで

ございます。県も随分、御努力をいただいたわけでございますが、これはうちだけではなく

て、ほかの自治体も今、本当に苦労しておられますけれども、農地転用等の土地の変換規制

ということに、なかなか前向きな動きが出てこないということでございます。 

 ただ、私どももですね、うちだけの問題じゃなくて、市長会でもいろんな話をいたしまし

て、今回、国会のほうで、そういう点で審議が始まるということになっておりますので、非

常に期待をしておるところでございまして、ぜひ我々の判断で、課題はありますけれども、

やはりこの地域全体の活性化を図られるような、そういうふうなことで法案が通ればという

ふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ありがとうございます。 

 ただいま久間工業団地のお話をしていただきましたけれども、昨年の議員とかたろう会の

席上で、久間地区で開催をした折に、やはりその地域の方で、しかも土地の地権者の方でご

ざいましたけれども、この譲渡に関して市から相談があり、同意はいたしておるということ

で、ただ、その後、話が進んでこないがということでお話をされておられました。 

 そして、先ほど農地の転用ということでお話、それから県の関係機関ということでござい

ましたけれども、地区の同意はいたしたけれどもという地権者の方々からすれば、その後の

ですね、我々議員にそういう質問をされたということは、了解しましたというような、そう

いう説明までは至っていないのではないかなという感触を受けました。この点は担当課の方

あたりからお答えをいただきたいと思いますけど、その後の、今、市長が答弁をされた経緯

について、こういうことで今しばらく進んでいないというような説明等がなされたのかどう

か、ちょっとお伺いします。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 議員とかたろう会でいろいろ企業誘致、久間地区の企業誘致関係について御発言があった

ということをお聞きいたしまして、その後、関係の区長さんにお話に行って、今の事情、農

地転用関係で国がですね、法が改正になっている最中だということで、もうしばらくお待ち

くださいということで説明をしてきたところでございます。 
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 ただ、地権者全体では説明を行っておりません。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ちなみに、昨年の夏の時点でございましたけれども、ただいまの区長さんあたりに説明を

されたというのはいつぐらいの時期でしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 ちょっと記憶がはっきりしないんですけれども、ことしの１月か２月ぐらいだったかと

思っております。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 わかりました。 

 そしたら、その地域の方がある程度の情報の入手はできていらっしゃるということで理解

をしてよろしいですね。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 地権者さんへ説明会というのは実際行っておりませんけれども、区長さんあたりに説明を

した際に、先方さんは自分がこういう説明、恐らくこういう内容だろうと思っていたと。自

分がほかの方には説明をしとこうというお話もありましたので、今のところそういう状況で

ございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 わかりました。 

 それと、先ほど市長のほうから、県の担当課ともお話を進めているということでございま

すが、県のほうは企業立地課で間違いないですね。 
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○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 

 今回の法の改正等につきましては、それぞれの課が関係されるわけですので、そこらにつ

いては今までも一緒に動きをしてきたわけでございます。ただ、今回、国のほうが正式な法

案としてですね、国、県、市町村とあったわけですけど、この権限を大幅に県に移すと、そ

して市町村の権限にも移っていくというふうなことでの、いわゆる農地転用の動きが出てき

たわけです。 

 御存じのように、もちろん企業立地課だけではなくて、また農林とか、いろんな関係部署

がありますので、そこらは県として総合的に判断していただくというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 私のほうも県の企業立地課のほうに問い合わせをいたしました。担当の方からお話を伺っ

たところでございますけれども、久間のこの団地の件ではちゃんと認識をされていらっしゃ

いまして、いわゆる農振地であるということで、農地転用ですね、青地から白地に変えられ

ないというお話もされました。 

 ただ、あくまでも県の企業立地課の担当者も、当然、慎重な言い回しではございますが、

今、市長もおっしゃいましたように、地方のほうに権限の移譲がされているところでござい

ますので、このことについては改めて相談においでいただければということでございました。 

 これは担当課の方、最近行かれたかとは思いますけれども、県の担当課の方も相談には前

向きに乗りますよと、農地転用の問題等を含めましても、そういうお話でございましたので、

これは早速、まずは対応していただきたいと思いますけれども、担当課の方よろしいでしょ

うか。 

○議長（田口好秋君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 常日ごろ、県の企業立地課とは情報交換等も行っております。今後も県と一緒に連携をし

て、地権者さんあたりにも説明ができる資料等ができ上がりましたら説明もしていきたいし、

情報も流していきたいと思っております。 

 以上です。 
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○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 よろしくお願いしておきます。 

 同じ項目で、きょうも午前中、出ておりましたけれども、日本創成会議による増田レポー

トが発表される２年も前に、当嬉野市では、都市計画マスタープランの中で持続可能なまち

づくりということを提唱され、企業立地に寄与する都市基盤整備が必要と明確に表明されて

いらっしゃいますけれども、まず、この提唱をされた後の今日までの２年間の総括を、簡潔

にで結構でございますけど、お伺いをしたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 都市計画マスタープランの中でも述べておりますように、私どもとしては基盤整備という

のが非常に大事だというふうに考えてきたところでございまして、この２年間、具体的に挙

げますと国道498号線、国道34号線等の重点的な要望活動、また、地元との協議も行ってき

たところでございます。おかげさまで、国道498号線の久間地区につきましては、地権者の

方も一定の方向性を出していただいて、県のほうも非常に協力をしていくということでござ

いましたので、これについては本当に議会の皆さん方もいろいろ御協力をいただいたという

ことでお礼を申し上げたいと思いますし、一日も早い着工に向けて頑張っていきたいと思い

ます。 

 また、国道34号につきましては、新幹線絡みの件もありますけれども、以前からの課題も

ございますので、嬉野地区から一位原、それから三坂地区ですか、そこらの歩道整備につい

ては、やはり重点的に要望してまいりたいと思っておるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ありがとうございます。 

 25年度、26年に入りましてからでしょうか、久間地区にございました運輸関係の事業所が

武雄市のほうに移転を、大分嬉野市内で土地を探しておいでだったということをお伺いした

ところでございますけれども、こういった誘致を一生懸命頑張っている最中に、逆に転出を

されてしまったということも事実としてあるわけですけれども、このことに関しての経緯は

どなたかちょっとおわかりになりますか。簡単で結構ですけれども、御説明ができれば。 
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○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 いわゆる営業所の再編という中で検討されたというふうに聞いておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 この質問の最後のほうになりますけれども、なかなか一企業単位での誘致というのには限

界があるのではないかなという考えがしております。例えば、それこそお隣の市あたりで現

実にあっておりますけれども、デベロッパーと言われる開発業者に対してのアプローチ、そ

して、同時に企業誘致と同じような支援策等も考えての今後の展開ができないかどうか、こ

の辺のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現在までも、デベロッパーといいますか、不動産関係の方々からいろいろな話を聞かせて

いただいて、そしてまた、向こうから持ち込まれることもございますので、担当課に引き継

いで話をしたこともございますので、これはもう引き続き、いろんな不動産関係の方も嬉野

にということで積極的に動いていただいている場合もありますので、ぜひ協力をお願いして

しっかりやっていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 企業単位での減免制度というのを、こういった開発業者に対しても打ち出しをする等も必

要かと思っております。そしてなおかつ、昨今の、九州にとどまらず、火山活動があってみ

たり、地震等も考えますと、嬉野市のほうは比較的、地域的に岩盤も強固であるという部分

もあろうかと思います。そういった自然災害には非常に強いところもあるというようなとこ

ろで、やっぱりそういったところも前面に出されて、そしてさらに、ただいま紹介しました

ような一企業単位じゃなくて、こういった開発業者等に関しても支援策を打ち出して、アプ

ローチを広げていただきたいということを要望しておきます。 
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 さて、次の質問に移ります。 

 先月26日に全面施行されることとなった空き家対策特別措置法の関連についてでございま

す。 

 まず、担当の方にちょっとお尋ねいたしますけれども、現在、市内での老朽空き家の実数

及び対策が必要な空き家、いわゆる特定空き家ということになりましょうか、この把握状況

をお伺いいたします。 

○議長（田口好秋君） 

 総務課長。 

○総務課長（辻 明弘君） 

 お答えいたします。 

 平成24年７月に行政嘱託員を通じまして調査を行っております。その際の空き家の件数が

452件となっております。 

 この条例に基づき、今までに老朽危険空き家と認定した空き家は６軒でございまして、そ

のうち２軒については所有者等が自己資金で解体を既にされております。現在、対策が必要

な老朽危険空き家は４軒となっております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ありがとうございます。 

 今、実数を教えていただきました。452軒については空き家バンクと切り離して考えても

相当な空き家の数だということ、それと、危険な空き家というようなものに関してが４軒と

いうことでございました。 

 現在、空き家バンク等の施策も進んでいるところでございますけれども、こういった相当

数、今、教えていただいた空き家を、高齢者の福祉施設や交流サロン等の生活関連施設への

転用など、まちづくり計画との連動というのは考えられますか、お尋ねをいたします。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 いわゆる空き家を利用して地域おこしとか、理論的には考えられるわけでございますので、

話があれば御協力を申し上げたいと思いますけど、課題はですね、サロンとか、そういうふ

うになりますと、一般の多くの方が出入りをされるわけでございまして、じゃ、そういうと

きに消防法の関係とか、またいろんな関係がございまして、新築の空き家ということならま
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だ話はわかるでしょうけど、ある程度、年数がたった空き家がそのまま安全、安心で使われ

るかというのは、ちょっと課題があるんじゃないかなと思いますので、そこらはお互い情報

交換をしながらやっていかなければならないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 十分、指導を必要とするに至るまでにそういった計画が可能であれば、ぜひ検討をしてい

ただきたいと思います。これは要望という形でお願いをしておきます。 

 それから、この特措法のニュースが流れて以来、数々の報道機関、新聞等でも紹介があっ

ておりましたけれども、特定空き家には当然幾つかのそういった検査等を経ての認定という

ことになるでしょうけれども、いきなりということではなくて、特定空き家等に指定をされ

た──当然、所有者が判明している部分に限られますけれども、解体する費用をなかなか捻

出できずに放置している所有者というのもたくさんいらっしゃると思いますけれども、解体

費等に関する借り入れですね、金融相談で、嬉野市と市中金融機関との提携等については現

在、市では考えていらっしゃいますか、お伺いします。 

○議長（田口好秋君） 

 総務課長。 

○総務課長（辻 明弘君） 

 お答えいたします。 

 現在、市内の金融機関の方とは具体的なお話はしておりませんけど、先ほど議員おっしゃ

るとおり、報道等では、九州内の銀行が低金利融資の住宅解体ローンの取り組みを始められ

たということですので、私たちのほうもですね、今こういった取り組みを県とか杵藤地区の

自治体のほうで構成しております佐賀県西部地区空き家対策協議会というところと連携をい

たしまして、なるべく多くの自治体が参加をした上で、金融機関へ働きかけができればいい

かと思っておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ただいま御確認いただきましたように、九州地区では、福岡市のＦ銀行及びＮシティ銀行

で年利が2.6％から2.9％ということで、今、既に導入をされていらっしゃいます。それから、

宮崎市のＭ銀行につきましても、現在、宮崎市と包括協定を結び検討中ということでござい

ます。 
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 やはり個人財産の処分に税金を投入するというのは、なかなか市民の理解も得られにくい

ところでございます。公的な補助等も今後出てくるのかもしれませんけれども、やはりこう

いう安い金利で借りることができればと考えられる所有者もいらっしゃるわけでございます。

特に、特措法の特定空き家に指定をされますと、御承知のとおり固定資産税の優遇措置等も

除外されますので、一気に高い税がかかってくるということで、ほっとけないということに

なってくると思います。これは今、課長から提案もございましたので、今後見守っていきた

いと思います。そしてまた、前向きに御検討されるように要望をしておきます。 

 それから次、最後になりますが、コンビニ店での証明書発行についてということです。 

 来年１月のマイナンバー制度まで、あと半年余りという時期にはなってきております。現

在、住基カードを使ってコンビニ店等で証明書が取得できる制度がありますが、嬉野市のほ

うでは取り入れる考えはないか、お尋ねします。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このことにつきましては、以前も御質問いただいたわけでございまして、当然、私たちも

前向きに考えて検討をいたしました。しかしながら、相当コストがかかりまして、なかなか

厳しいというふうなことでございましたので、私たちは今、例えば、発行業務等につきまし

ては電話で受け付けて、そして、夜間でも受け取りに来られる場合は守衛のほうに管理をさ

せて、そして引き渡しをするとか、そういう利便性は図っておるところでございまして、件

数に対してコストが非常に高いというふうなことでございまして、ちょっと課題があるとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 森田議員。 

○５番（森田明彦君） 

 ありがとうございます。過去にも検討はなされたということでございます。 

 九州でもまだまだ少ないですね。福岡市、大牟田市、それから近くでは熊本県益城町でこ

の制度を導入されていらっしゃいます。 

 この中で、熊本県益城町ですね、現在、人口が３万3,000人と比較的嬉野市に近い、この

町の住民課の方にお尋ねをしたところでございますけれども、ここは23年度より導入という

ことで、ただいま市長が申されましたように、初期投資額も相当かかっていらっしゃいます。

当然、初め住基カード等も無料で発行をしました関係でということで、数字については

ちょっと伏せておきますけれども、中でも、この町で年間約2,400件ぐらいの利用がありま
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すということでございました。ですから、窓口が随分緩和されるのじゃないかなという気が

いたします。 

 そしてまた、人件費に直接絡むかどうかはわかりませんけれども、この発行手数料が250

円ということでございました。窓口に行って申請をすれば、これにプラス50円を加算させて

いただいておりますということでございました。戸籍抄本・謄本につきましては400円とい

うことです。 

 ただ、利用時間が６時半から午後11時ということで、市民の方にとっては非常に簡単で、

いつでも行けるのではないかなという気がいたしております。 

 ここで最後になりますけれども、それなりのコストは当然かかってくるとは思いますけれ

ども、こういった住民サービスの向上、それから住民課等の窓口の緩和ということも含めま

して、検討の余地があればよろしくお願いしたいという要望で終わりたいと思います。 

 以上で一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（田口好秋君） 

 これで森田明彦議員の一般質問を終わります。 

 引き続き一般質問の議事を続けます。 

 ９番山下芳郎議員の発言を許します。山下芳郎議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 議席番号９番、山下芳郎です。議長の許可をいただきましたので、通告書に従いまして一

般質問をいたします。今回は６点の質問をいたします。最後までよろしくお願いします。 

 １点目は、嬉野温泉の保護管理について、２点目は、行政嘱託員制度の見直しについて、

３点目は、空き家の対応について、４点目は、有害鳥獣対策について、５点目は、保育園、

また幼稚園の週末利用について、６点目は、嬉野川沿いの桜並木の植栽について、以上６点

につきまして、市長及び教育長の考えをお聞きするものであります。 

 では１点目は、通告書の順番と違いますが、空き家の対応から質問をいたします。 

 先般、同僚議員２人のほうから質問がありまして、重なる部分もあろうかと思いますけれ

ども、御勘案をいただきながら御答弁をよろしくお願いいたします。 

 その中で、空き家バンクについて質問をいたします。 

 まず、危険空き家となる前に、空き家を生かすことが大事じゃなかろうかと思っておるわ

けでありまして、全国の住宅の空き家は統計によりますと13.5％、佐賀県では12.8％と新聞

報道で聞いております。嬉野の空き家件数につきましては、資料請求によりますと、平成24

年現在で452件とお聞きをしております。全世帯数の割合からいきますと4.5％となっており

ます。全国、また佐賀県の３分の１という状況であります。３年前の情報であり、もっとふ

えているんじゃないかなと勘案するわけですけれども、今のままで手を打たないとますます

ふえていくと思っております。 
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 その対策の一つに、空き家バンク制度があります。空き家バンクの目的は、空き家を有効

活用することで、地域と都会などとの人的交流を図り、ひいては定住促進による活性化であ

ると思っています。 

 本市のホームページにある空き家バンクの登録件数は、塩田地区の２件だけであります。

３年前に条例が制定されまして、空き家バンクの成約が１件と先ほどの質問で答弁を受けて

おります。 

 その中で、まず、嬉野市の空き家バンクの進捗状況と、452件の空き家の中でこの空き家

バンクに登録可能な該当件数は何件であるか、お尋ねをいたします。 

 関連質問につきましては質問席よりいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 山下芳郎議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 空き家バンクの進捗状況等についてでございます。 

 先ほど議員のお尋ねにもお答えいたしましたように、先般、行政嘱託員の皆さん方にお願

いをいたしまして、嬉野市内の空き家についての調査をお願いしたところでございます。そ

の結果によりますと、400件以上の空き家があるという報告をいただいたところでございま

して、議員御発言のとおりでございます。 

 私どもは、空き家バンク制度を立ち上げまして、利用して成約していただいた件は、現在

のところ１件ということになっております。 

 今後、制度の紹介と手続の方法、また物件の紹介等も詳しく説明をしていきたいと思いま

すし、また、嬉野市の定住促進及び地域活性化に図る方法として、この空き家バンク制度を

有効利用してまいりたいと思います。 

 以上で山下議員のお尋ねについてお答えといたします。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 それでは、１件という、立ち上げて３年になるわけですけれども、非常に成約が少ないと

私は思っております。その原因と、また、452件の空き家のうちに空き家バンクに該当する

分が少ないということについての御質問をいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 



- 79 - 

 先ほどの同僚議員の方からの御質問にもお答えしましたとおりでございまして、嬉野市は

集合住宅が非常に多いというふうなことでございまして、いわゆる空き家と集合住宅の空き

室というのもあるわけでございまして、出入りは結構あっておりますけれども、いわゆる集

合住宅の利用というのが比較的多いというふうに判断をしておるところでございます。 

 具体的に空き家ということにつきましては、やはりそれぞれの持ち主の方等の協議もござ

いますので、登録をもう少しふやしていければというふうに思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 先ほどの御答弁でも、嬉野市は特異な例として集合住宅が多いからという市長の御答弁で

ありますけれども、空き家の状況を一斉にまとめた国からの分があるんでしょうけれども、

そこの中には、集合住宅と言われる賃貸や別荘などを含むということになっているわけです

ね。その点ではベースは一緒じゃないかと思います。特に嬉野市が集合住宅が全世帯に対し

て多いのかどうかはちょっとわかりませんけれども、そこら辺についてはいかがでしょうか。

嬉野市の統計の中に集合住宅も入っているのか入っていないのか。 

○議長（田口好秋君) 

 総務企画部長。 

○総務企画部長（池田英信君） 

 お答えいたします。 

 まず、行政嘱託員さんを通じて調査した時点というのは、老朽空き家を基本的に危ない空

き家ということで調査をお願いしているというふうに思います。空き家バンクに即寄与でき

るかどうかという判断までは調査をしていないというふうに認識をしております。 

 それから、全体的に県の平均で12.8％であります。嬉野市は4.幾らというような話がござ

いました。当然そういったところで、空き家の意識についても、調査の時点では、今言って

いる空き家といいましょうか、整合性等はとれていなかったのかもわかりません。 

 今回、法改正がございました。法が成立いたしました。それに基づいてもう一回、再度調

査をする必要があるという認識でおります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 その中でですけれども、今回の資料請求の回答によると、平成24年ですので３年前になる

わけですね。それが情報としては最新情報ということで聞いております。あくまでもこう
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いった一般質問というのは、市長に対して一番最新の情報でお聞きするわけですけれども、

これだけどんどん空き家がふえていっていいというわけじゃありませんけれども、やっぱり

ホットニュースとして最新情報が欲しいわけですね。当然、市の職員さんたちが一戸一戸当

たられるわけじゃないんでしょうけれども、年１回の行政嘱託員さんとの定例会、そういっ

たところをお願いしながら情報を把握しておられると思いますけれども、３年目で今回の情

報ということでありますけれども、こういった状況でありますので、せめて、毎年１回の嘱

託員会があっているわけですので、そういった中で、一番欲しい情報でありますので、そう

いった機会が捉えられなかったのか、３年前の情報が今回の一番新しいニュースとなってい

ますことを説明をお願いしたいと思います。 

○議長（田口好秋君) 

 総務課長。 

○総務課長（辻 明弘君） 

 お答えいたします。 

 ３年前に行っているわけですけど、その後にいろんな機会を利用しまして現状の把握とか

新しいところの把握というのは行うように努めておりましたけど、なかなか数字での把握等

についてはできておりませんので、この措置法が制定になりましたので、今後は再度調査を

行ってガイドラインに沿って把握をしていく予定にしております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 できるだけこういった状況でありますので、タイムリーな最新情報を集めるためには、今、

所管の課長からあったように、年１回はしていただきたいと思っております。 

 その中で、今現在、空き家を使っての移住の多くは、ほとんどが空き家バンク制度の活用

ということであるわけですけれども、我々はこの嬉野市におきまして、ホームページの空き

家バンクの掲載内容につきまして、本当の全国で知らしめて案内するわけですから、空き家

の状況を利用者の目線で嬉野市がつくっているのか、移住したいなという思いがそこで醸し

出されるのかどうか、非常に私なり疑問に思うわけであります。例えば、定年後に都会暮ら

しをしながら田舎暮らしをしたいとか、もしくは、自分がいろんな技術を持って都会の中で

住むよりか、特に嬉野市は昨年、ブロードバンドの環境整備もできましたし、そういったこ

とを使いながらビジネスをしてみたいとか、例えば陶芸の道を志す人は移り住んでみたいと

か、いろんな経緯があろうかと思いますけれども、全国から見たときにホームページに嬉野

市として入ってくるとわからんでもないんでしょうけれども、全国のベースで見たときには

その入り口が非常にわからないというのが私なりに視野を狭くしてしまっている。それが嬉
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野市のホームページに入ってくると、市民の方へという窓口からしか入ってこられないんで

すよね。一部下のほうにありはしますけれども、窓口としてはそうなっているわけです。そ

こら辺のつくり方を含めて見直すべきじゃなかろうかと思いますけれども、そこら辺につい

ては所管の方はどう思われますか。 

○議長（田口好秋君) 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（池田幸一君） 

 お答えをいたします。 

 確かに、ホームページの内容、例えば東京とかお住まいの方にすぐわかるように、嬉野市

はこういうまちでこういう空き家の制度もあるよというのを掲載していきたいと思いますけ

れども、これにつきましては、全国移住ナビというものが今立ち上げられておりますので、

そちらのほうから入っていけるようにしたいなとは思っております。 

 それと、内容につきましても、例えばなんですけれども、実際今お一人入ってこられてい

ますけれども、嬉野に自分が入ってきて本当によかったとか、そういう移住をされた方の感

想あたりも含めて掲載をしていければと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 ちょっと私も今、御答弁の全国移住ナビというのを見ていなかったんですけれども、ただ、

今見たときに、先ほど言いましたように、市民の方から定住促進、もしくは空き家バンクに

入っているんですよね。その前にもう１つ、嬉野に入ってこないと入られないということが

ありますので、いろんな角度からいろんな思いで見られると思いますから、そこら辺の柔軟

な入り方からして、そこに人を置くような形を持っていただきたいということであります。 

 そういった中で、今回２件しか掲載がないわけですけれども、他自治体もいろんな面で定

住促進、もしくは空き家バンクに力を入れながらしているわけですけど、よそとの競合なん

ですね、絶対数が限られておるわけですので。そこら辺で嬉野市にしかない特徴的なことを

していくことが、今の段階では同じことがあっても選ばれないということになりますので、

ぜひそこら辺まで考えていただきたいと思っておるわけです。 

 そういった中で、次の質問の中で、先ほどの同僚議員の質問にもありましたけれども、嬉

野ならではという中で、物件はあるけれども、実際該当者が下見というか、物件を見に来ら

れたときに、これはなということがあってはなかなかその次に進んでいかない。そのために

は、ある面じゃ、リフォームと申しましょうか、最低限の土間とか炊事場とかトイレあたり

の改修をしながら、もしくは庭木あたりの剪定をしながら、お迎えをするという気持ちです
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ることも大事じゃなかろうかと思いますけれども、そういったリフォーム、もしくは庭あた

りの環境整備など委託をする考えはあられますでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 いわゆるいろんな物件のそろえ方だと思いますし、また見せ方だと思いますけれども、今

回の法をもう少し詳しく見させていただいて研究をさせていただければというふうに思いま

す。あくまでも個人の財産でございますので、そういうもので公的な、要するに資金を投入

できる根拠というのはやっぱりしっかり持っておかないと、市民の方への公平感というもの

がなくなりますので、そこら辺についてはまた詳しく勉強をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 いろんな面で他自治体あたりも研究しながら、そこら辺のことの法的な問題もあるでしょ

うから、精査しながら、できるだけお迎えできるような形をとっていただきたいと思うわけ

であります。 

 そういった中で、次の質問も先ほどの同僚議員の質問にありましたんですけれども、行政

がこういったホームページをつくりながら、いろんな物件を行政嘱託員さんあたりからの情

報をいただきながら取り上げて掲載をなさるわけですけれども、その中間におられる方です

ね、やっぱり地域に暮らしておられる方、地元の情報に詳しい方あたりをいい意味で生かし

ながらというと失礼ですけれども、情報をいただくというのも大事じゃなかろうかと思うわ

けであります。 

 そういう中で、国の総務省がしています、これも先ほど質問がありました集落支援員です

ね、もしくは地域おこし協力隊、いろんな制度が上がっています。地域おこし協力隊につき

ましては、庁舎のロビーに大きなポスターが張ってあるわけです。その内容を私も知らな

かったのでホームページを見ましたところ、まさに中山間地域の応援をしていただく方を募

集しているということであります。ですので、行政が真っすぐしてもいろんな面で時間もな

いし、人もいないということもあるでしょうから、限界もあります。そういった方たちをい

い意味で利用しながら、こういった中間的な立場の方を運用してはいかがかと思いますが、

そこらについてはいかがでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今の御発言につきましては、人材を確保するということにつきましては非常に重要なこと

だと思っておりますので、私たちも制度の許される範囲で勉強してまいりたいと思いますが、

いわゆる空き家バンクの仲介とか、そういうふうになりますと、これは物件仲介ということ

は法で資格を持った人しかできないというふうに我々としては考えておりますので、当然不

動産屋さんの御協力とか、そういう形をお願いするという方法になっていくんじゃないかな

というふうに思っておりますので、地域にも不動産関係の方はたくさんいらっしゃいますの

で、十分連携をしながらやっていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 私の間違いかもわかりませんけれども、不動産屋さんとそこでいろんな面でリベートとか、

要するに手数料ですか、そういった分が入ってはいけない、まさにいけないんでしょうけれ

ども、紹介という部分については、要するに中継ぎですか、それについてはいいんじゃない

かと、よその自治体でも聞いておりますので、そこら辺についてはもう一回確認をしていた

だきたい。要するに、中間にいないとなかなかそこら辺が、真っすぐというのは無理も出て

くるし、なかなか思うように進んでいかないというのがあろうと思います。ぜひ検討をお願

いしたいと思っております。 

 それともう１つは、これも先ほどの同僚議員の質問にもあったんですけれども、この議会

でも初日にありました。総務企画常任委員長から大分県竹田市の人口減少対策について報告

がありました。その中で、竹田市の内容を見てみますと、「農村回帰」というサイトをつ

くっておられて、そこの中に空き家バンクがあるわけですね。そういったことで、そこら辺

は非常に我が市とどうのこうのじゃありませんけれども、竹田市の取り組み姿勢が本当に

熱っぽく感じられるわけであります。 

 ＮＨＫで、半年ほど前だったですかね、若い職員さんが残任期間の２年の間、百十数名の

移住につなげたと、そのためにはこういった形で動いていますよということがあっていまし

たし、いろんな面で活動履歴とか、そういった打ち合わせの状況とか模様が載っておりまし

た。そういった中では、竹田市に限らず、いろんな面で自治体もそれなりのやり方をしてい

るわけであります。 

 嬉野市が非常にいいのは、まず自然に恵まれている、天候も非常に安定している、すばら

しい温泉まであって住環境と交通のアクセスも非常に恵まれているというのがありますので、

まさにこの空き家バンクの制度については、定住促進も先鋭的に、立派な定住促進もつくっ
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ておられますので、そういった面で複合的な形の情報をミックスすることについて十分対応

できると思っています。そういった中で、ホームページにぜひ専用のサイトをつくっていた

だきたいと思いますけれども、そうすることによって、利用者が安心して担当の方の顔が見

える、また責任感と安心につながると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今回、国の制度等の紹介もございますし、いわゆる私たちとしては、一番手っ取り早く嬉

野市を理解していただく手段の一つとしてホームページもあると思いますので、ぜひ充実さ

せていくように努力をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 ホームページの中に一つのまた小さなホームページと申しましょうか、専用サイトを設け

ることによって非常に厚みが増してくるということでありますので、こちらもぜひ御検討を

いただきたいと思っております。 

 あと、竹田市さんのほうに電話して、よその自治体にも聞いてみたんですけれども、大分

県がしっかりとした形でつくって各自治体もそれなりの自分のところの得意なものを出して

おられるわけです。今月の14日、また説明会をいたしますということでありましたし、首都

圏とか関西あたりでも定期的な説明会をなさって、単独、もしくは県と一緒の形の説明会を

なさっておられるということで聞いております。先ほどの質問とも同じことですけれども、

ぜひ県とも密接な連携をとりながら進めていただきたいと思いますけれども、再度この分は

また市長から答弁をお願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 県のほうも今回新しく予算を組まれたということでございますので、私どもも十分連携を

しながらやっていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 
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○９番（山下芳郎君） 

 では、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、危険空き家の対応であります。今回、特措法が制定されまして、先ほど御答

弁がありましたけれども、資料請求でもありましたんですけれども、本市でも該当物件が４

件とお聞きしております。 

 その特措法に基づいて、空き家の対応を今後どういった形でなさっていかれるのか、御答

弁をお願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。危険空き家の特措法についてということでございます。 

 本市の該当物件数と適用はあるのかということでございますが、５月26日に全面施行され

ました空家等対策の推進に関する特別措置法では、危険な空き家を特定空家等として定義し

ておるところでございます。これは、嬉野市空き家等の適正管理に関する条例に規定する危

険な状態にある空き家と同程度と考えておるところでございまして、現在その条例に基づき

まして、老朽危険空き家として認定している空き家につきましては、特措法の特定空家等に

該当すると思いますので、市では現在、老朽危険空き家として認定し進行中のものは４件と

いうふうになっておるところでございまして、それぞれ所有者がはっきりしている物件等に

つきましては、今回、国のほうがこのように制定されたということで、強く話をさせていた

だいて、そして、やはり責任を持って処理していただくようにお願いをしていきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 対処とか措置についてはいろんな法の基準があろうかと思いますけれども、それでは、そ

ういった分については国と連携をとりながら、いつまでにどうするということについては、

この段階ではどうですか、御答弁できますか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 具体的な話が進んでいくとなりますと、ガイドラインが国の中で定められておりますので、

そのガイドラインに従ってやはり持ち主さんと協議をしていくということになると思います。 
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 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 先般の議員とかたろう会が４回開催されたわけですけれども、塩田地区においてほぼ毎回

出てきますのが五町田の空き家のことです。変則的な交差点まで含めてでありますけれども、

非常に崩落寸前、もしくは通学路、信号まであるということであります。ここの物件につい

てはどのくらいかわかりませんけれども、そのことについて対応は、優先順位があるんで

しょうけれども、そのことについてはいかがでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 御発言の物件につきましては、嬉野市ができた当時から課題になっておるところでござい

まして、それ以前からも課題だったというふうに聞いております。そういう中で、やはり地

域の皆さんとか、県のほうもそうだと思いますけれども、道路拡張の関係で、いわゆる持ち

主の権利がある方と交渉をしておられますので、責任を持って対処していただくようにお願

いをしていくということになると思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 それじゃ、次の質問に入ります。嬉野温泉の保護管理についてお尋ねをいたします。 

 嬉野温泉は、観光事業者だけでなく、天然資源であるこのすばらしい温泉は市民の大事な

宝でもあります。そういった中で、国際化といいましょうか、グローバル化で大きく環境が

変わっております。新たな仕組みとして、今回、嬉野温泉の温泉水位観測業務が１年前にで

きまして、実施なさっておられると思いますけれども、その効果なり状況をまずお尋ねをい

たします。 

○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 今、議員の質問のモニタリングの実施をしているかということでございますけれども、今

はまだモニタリングの事業を進めるように進行しているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 モニタリングを進めるように実施しているということは、実施はまだしていないというこ

とで理解していいんでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 所有者会議を昨年実施しまして、その中で、資源の保護、温泉の保護ということでモニタ

リングの設置を議題に出しまして、それをおおむね了承していただいたということでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 １年前だったと思いますけれども、議案に上がったんじゃないかと。ことしも、金額は少

ないんですが、２万6,000円、嬉野温泉水位観測業務というのが上がっていますけれども、

これはこの分とは別のことですか。 

○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 その観測はある旅館さんにお願いして、水位と揚湯量を調べさせていただいているもので

ございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 モニタリングと今の分とは別件ですか。私がお聞きしたいのは、新しくこういった制度を

設けられて、18件ですか、権利者がおられるわけですけれども、そういう点では、実際の揚

湯量と使用料、その誤差が幾らかと、全体から見ればすばらしいなと思っているわけですよ。

源泉集中管理に入る前に、今、実態をそれぞれ把握しながらしていかないといけないという

ことでいいと思いますけれども、その分が１年経過して、まだということは、理由はどう

いったことですか。 
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○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 今現在、準備は進めております。その中で、まずモニタリングの装置をつけていいかとい

うような承諾書をもらうということを進めておりましたけれども、源泉の所有権とかの課題

もございましたので、まずそちらのほうを解決しつつ、並行して承諾書をとって、今後事業

を進めていくというものでございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 源泉集中管理につきましては、いろんな御意見もあろうかということを聞いてはおりまし

た。その中で、モニタリングに入る前に水位調査ですか、それについては所有者の皆さんの

賛同をいただいていると、その中で試験的にじゃないけれども、試しという、モニタリング

も含めてと私なりに認識しとったわけですね。そういったことからすると、一見こうなさっ

て、それでざっといくのかなという認識を持っているわけですよ。やっぱりその先の一番目

的であるところにするためには、そういったところを早くしていかないと、時間がないと

思っておりますので、それじゃ、いつまでにそういったところがモニタリング、この先の水

位調査ができるんですか、設置まで。 

○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 先ほども申しましたように、源泉会議の後に、装置も億単位ぐらいの事業費もかかります

ので、そのことも踏まえて、まず所有者さんの装置をつけていいかという承諾書をもらうと

いうことで進めておりましたけれども、先ほど申しましたように、源泉の所有権とかの課題

もいろいろございましたので、そのほうを今進めながら承諾書を早急にとって、それをもと

に事業を進め、また、所有者会議にそのことをかけて事業を進めていくという段取りでござ

います。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 



- 89 - 

 それじゃ、まだ承諾も得ていないということで認識してよろしいわけですね。時間をかけ

てしっかりと御了解をいただいた後に一斉にスタートするということで認識してよろしいん

ですか。 

○議長（田口好秋君) 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 所有者会議の折には、ほとんどの所有者の方が出席されて、そのモニタリングについては

同意をある程度いただいていますので、その承諾書はとれると思いますけれども、先ほども

申しましたように、源泉の所有権とかいろいろ、個人の財産ですので、そのあたりの件で課

題がある源泉もありましたので、そこをまず、以前の所有者会議の中で全会一致で事業等は

進めていくというふうになっていますので、そのあたりをまず解決したいということで今進

めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 ぜひ皆さんの賛同を得るためにしっかりと、また頻繁に説明をしていただいて、できるだ

け早くできるような形でお願いしたいと思っています。 

 今、私が聞いている範囲の中では18件の所有者がおられるということでありますけれども、

源泉から各施設に引っ張ってみたりなさっておられます。そういった中で、温泉管の配湯管

の状況ですけれども、老朽管がむき出しの状態が川沿いなんか特にあるわけでありますけれ

ども、非常に経年劣化を含めてさびついた状態でありますし、施工事業者に聞いてみても、

どれが生きているか死んでいるかわからないというのもあるわけですね。こういった点で、

美観上とか、また安全上も多分よくないと思います。これは個人のものですから当然行政が

云々ということはできないかわかりませんけれども、そういった中で、ある面では注意指導

というのは行政でもできるんですか。よろしくお願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 以前の議会でも話が出たんじゃないかなと思いますけれども、やはり所有者は、泉源の所

有者の方が配管をして使っておられますので、責任者もその方だというふうに思っておりま

す。ただ、私どもは、やはり景観の問題とか、もう１つは、一番大事なのは危険性というこ
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とについて、市民の方がそれで被害をこうむるということがあってはいけませんので、そう

いう場合につきましては、所有者の方に対策をお願いしているというふうなことでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 関連ですけれども、今の配管等々の布設ですね、随分前のことでしょうけれども、時代も

違うかわかりませんけれども、法的なことも含めて問題はないのかどうかお尋ねいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 以前のことでございますのでよくわかりませんけれども、いわゆる責任者というのははっ

きりしているわけでございますので、責任者の責任によって、やはり管理、また法的な課題

についてはクリアをしていただかなければならないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 この嬉野温泉の究極のところは、やっぱり源泉集中管理と私なりに思っているわけであり

ます。そういった中で、現状の公共水路の縦断等々につきましては違反だという認識を聞い

ているわけでありますけれども、そこら辺のことも含めてですけれども、ぜひ随時そういっ

たところについては話し合いをしながら、いい形で持っていっていただきたいと思っており

ます。 

 あと関連ですけれども、テレビ報道あたりでよく耳にしますのが、グローバル化の中で、

海外からの日本の天然資源であるところの山とか水などが投機的に転売されている報道を

時々耳にします。良好な投資というのは多いに理解はできますけれども、金もうけのためと

か、それを転売して所有者がわからないとかいうことになってはいけないと思っております。

特に温泉の場合は、天然資源の嬉野市民の財産でありますので、ある面じゃ枯渇につながら

ないとも言われないとも思います。 

 そういった中で、揚湯制限とか、もしくは使用制限を含めて、温泉の保護条例などを制定

すべきじゃないかと思いますけれども、市長の考えをお願いします。 

○議長（田口好秋君) 
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 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 温泉法につきましては、いわゆる上位法、もう１つ上の法でございますので、これは県が

今、主に所轄をしてやられるわけでございますけれども、やはり温泉の資源保護とか、また

掘削等につきましては、都道府県知事の許可制とされております。特に嬉野の場合は、もう

今ほとんど許可はおりないというような状況でございますので、この温泉法によっていわゆ

る保護はできているというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 今、市長の御答弁のとおり、温泉保護法というのがありまして、国が定めながら各都道府

県がそれを管理しているということで思っているわけであります。 

 その中で、もちろん掘削等々はもうできないと、もちろん許可がないとできないわけです

けれども、今現在でも新規も非常に無理じゃなかろうかと思っております。 

 ただ、揚湯ですか、それについての制限というのがあるのかないのか、第三者に転売して、

その方がどんどん揚げて、またよそのところに売るとかいうことの規制は多分ないと思いま

すけれども、そこら辺のことについてはどうでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私が承知している範囲でお答え申し上げますけれども、いわゆる揚湯のポンプにつきまし

ては、それぞれ許可をとって設置しておられるわけでございますので、ポンプの揚湯量以上

のものにつきましては課題があるというふうに思っておりますので、そこらは県のほうの指

導が入るんじゃないかなと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 基本的には、そういったいろんな意味で掘削も含めて、揚湯も含めて県の条例の中で準拠

するということで認識してよろしいわけですね。嬉野市で単独につくることはないと。 

 よその温泉地でも三、四例、条例をつくっておられるところがあったので、それをもとに
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しながら質問をしているわけでありますけれども、嬉野はそういった市長の考えであります

ので、理解をいたしました。 

 あと、何回も何回も質問いたしていますけれども、先ほどの流量計のデータ観測と同時に、

源泉集中管理を、もう合併して10年経過するわけですけれども、合併特例債を使うとするな

らば時間がないわけであります。今任期中に市長、この分を取り組む考えがあられるのかど

うか、再度確認をいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 もともとの起こりについては、以前もお話しましたように、源泉を持っている方々が集ま

られて旧嬉野町のころに集中管理をやろうということで話し合いをされて、この事業がス

タートをしたというふうに聞いておりますし、その当時の責任者の方が自治体も入っても

らったほうが話が進みやすいというふうなことで私どものほうで動いていると、それを引き

継いでおるわけでございまして、常に本当に一日も早く実現できるように努力をしていきた

いと思いますし、また所有者の方々の御理解もぜひいただきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 再度確認ですけれども、今までの質問の中では、一番当初がそうであったように、全員の

賛同がないと進めないということの考えについては今も変わりませんか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 この嬉野温泉のいわゆる特質というのが、特質とすれば、あると言われておりますのが、

要するに泉源が１つになっているという話でございまして、簡単に言いますと、よその温泉

は横から流れてきたりなんかして、いろんな泉源が入りまじっているというふうに言われて

いますけど、嬉野の場合は、深いところで一つの湯だまりの中から何本でもくみ上げている

というふうな学説もあるわけでございまして、そういうことを考えてみますと、やはり片方

だけ規制して片方を規制しないと意味がないわけでございますので、一つの湯だまりを全体

で守っていくというふうなことから考えて、やはり全員一致というのが望ましいというふう
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に思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 それじゃ、ぜひ市長、全員の所有者の方がまとまって次代につなげるような形で保護をし

ていただきたいと思っています。 

 じゃ、次の質問に入ります。合併時に報告された集中改革プラン及び第２次行財政改革大

綱の中に実施計画として行政嘱託員制度の見直しについて記載がありました。このことにつ

きましては、合併して間もなく反対意見等、要望なんかもあり、行政嘱託員の報酬を５％

カットということの、経費節減で、私から言わせると、本来の目的ではない形で今いってい

るかと思っております。現状でいいのか、問題、課題はないのか、お尋ねいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 行政嘱託員さんの制度自体については、これは合併した後にいろんな意見が出ましたので、

行政嘱託員さんの代表の方が何回でも協議をしていただいて今の制度ができたわけでござい

ますので、今の制度につきましては尊重しなければならないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 それはそれで決まったということで、それでも特段ということであります。ただ現在、よ

く予算書あたり聞いていますと、行政区単位で１件とか、もしくは何本とか、行政区単位で

まとまって要望が上がってきてみたり、また、行政からお願いしてみたりされるわけであり

ます。そういった中で、今、嬉野と塩田ということとは別にして、現実的には、嬉野地区は

戸数割でいたしますと136軒に対して１人の行政嘱託員、塩田地区につきましては、56軒に

１人という割合であるわけですね。それを行政区単位でいきますと非常に無理がある面も

あっております。そういった点で再編成が一番しょっぱなの見直しというか、そこら辺がす

る用意があるかどうかということをお聞きしたわけですけれども、そこら辺との絡みについ

ては市長どうお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 以前話も出まして、そのようなことについても協議をしていただいて、行政嘱託員の会員

の皆さん方がお互い了解されて今動き出しているということでございますので、私どもとし

ては尊重していきたいというふうに思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 大きい区と申しましょうか、400戸近い区が、例えば湯野田区とか井手川内地区、下宿な

んかはもう380とか400戸にほぼ近い行政区であるわけですね。その中でまとめて何戸という

のは、特に山合い部とか平たん部とか環境も違う中で、非常にまとめるのは難しいという意

見もあっておるわけですけれども、そういったことも含めて、市長、再度御答弁よろしいで

すか。そういった結構アンバランスというかな、言い方をすると、不公平さがあるんじゃな

いかと思われますが。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 あの当時もそのような意見もあったというふうに聞いておりますし、また、区全体の人数

が非常に差があるという中で、それぞれの行政嘱託員さんがお一人ずつ出られるということ

がいいのかどうかと、少しまとまったらいいじゃないかとか、いろんな意見があったという

ふうに聞いておりますが、それは行政嘱託員さん方がお互いで話し合いをされて、今まとま

られた経過がありますので、私としては尊重していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 本当、地域を守るというのは非常に大変なことであります。特に今、高齢化等々含めて、

先ほどの空き家なんかも含めてですけれども、そういった分では行政嘱託員さん、また民生

委員さん等々、非常に御苦労をいただいているわけであります。報酬で言うわけじゃありま

せんけれども、５％カットしてそれで済むという話は多分私は非常に難しい面もあるんじゃ

なかろうかなと思います、今の労力の割にですね。そこら辺大変だと思っております。 

 市長のそういった答弁でありますので、次の質問に入ります。 
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 有害鳥獣について質問をいたします。有害鳥獣の捕獲につきまして、基本的には狩猟免許

をお持ちの方に、猟友会に委託をしているわけですけれども、個人所有の土地、畑等々につ

きましては、個人でも捕獲は可能ということで聞いておるわけであります。私の住まいのと

ころでも、本当に茶畑、山田なんかも含めて、当然ですけれども、もう本当に目の前の千菜

畑というところまで、イノシシはもちろんのこと、最近はアライグマまで見ております。猟

友会さんも、御高齢も含めてですけれども、非常に多忙で手が回らない状態ということも聞

いております。そういった中で、個人所有の捕獲用に市が貸し出し用にかごわなの備えつけ

をしていただいて、必要な都度、貸与、貸し出しをしていただけないかと思っておるわけで

すけれども、御答弁をよろしくお願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほどの件で少しお答えを追加させていただきたいと思いますけど、記憶違いがあれば訂

正させていただきたいと思いますが、５％カットということにつきましては、全体的に話し

合いをしていただいた中で、現在の行政嘱託員の制度を確保していくという中で、５％は

カットしていこうというようなことで、行政嘱託員さんの中で話し合いがあったということ

でございますので、ぜひ御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 それと、先ほどの有害鳥獣対策についての答えでございますけれども、いわゆる箱わなに

ついて市から貸し出しはできないかということでございますが、今非常に御苦労をしておる

ことは十分承知もいたしておりますし、年間近く狩猟をしていただくということで対策を

とっているわけでございますが、なかなか厳しい状況でございます。 

 ただ、現在、市の所有しております箱わなについてはございませんので、それぞれ所有者

の方が融通をし合っていただいて利用していただいているという現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 備えつけはございませんということです。ただ、詳しく聞いてみますと、貸し出し用はあ

るけれども、猟友会さんと申しましょうか、狩猟免許をお持ちの方に貸し出しているという

ことで聞いておるわけであります。 

 そういった中で、先ほど言いました個人が、資格を持っていない人が借りるときにはそれ

が現状でできないということがありますから、そういった分では、小動物が今、アライグマ
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を含めて、アナグマなんかも含めて出ておるわけですけれども、イノシシが一番多いわけで

ありますけど、個人が借り入れる分を用意していただいたら、もっとフランクと申しましょ

うか、気軽に御利用できるんじゃないかと、気軽というのは、非常にああいった有害鳥獣で

すから危険性もありはしますけど、そういったところをしっかりと認識しながら捕獲に努め

ていただけたらということでお願いしているわけでありまして、よその自治体もそういった

ところが制度としてあるわけですから質問しております。再度お願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 環境衛生のほうで、いわゆる小動物を捕獲する、いわゆる猫の害とか、そういうような道

具については貸し出しを行っておるところでございますが、（103ページで訂正）今おっ

しゃったような、そういうことについていわゆる貸し出しはまだ行っておりません。１つは、

非常に危険性があるものについて、じゃ、安全に利用していただけるのかというような課題

もあると思いますので、現在はちゃんと狩猟の許可をとった方々に捕獲をお願いしていると

いうような状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 所管のほうにお尋ねいたします。 

 猟友会の皆さん、嬉野地区、塩田地区、それぞれ会があるわけですけれども、年齢層は平

均どのくらいですか。おおよそで結構です。 

○議長（田口好秋君) 

 産業建設部長。 

○産業建設部長（山口健一郎君） 

 平均して何歳ということはわかりませんが、高齢化されているのは確かです。ただし、若

い人も免許を取って、昨年だったですか、嬉野のほうでは３名ほど若い方が入られたりとか

はしております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 非常に高齢になっておりまして、体力も含めて、あの重たいかごを含めて、搬入搬出を含
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めて、移動を含めて大変だということをおっしゃいますね。部長の答弁の中で、若い方も３

人ほどということがありました。そういった方も一、二聞いた中で、銃免許が非常に厳しく

なったということで、なかなか取れんばいということも聞いております。そういった分では、

もっともっと若い方を中心に狩猟免許をお持ちの方が猟友会に入ってしていくことが一番望

ましいことですけれども、これは一つの資格の問題ですから、一概に言えないんでしょうけ

れども、実態としてますますかけ離れていって、里山が壊されてしまうというのがあります

ので、そういった中で、持っていない人もそういった分が、箱わなが用意できれば、その分

の一助にもなるんじゃなかろうかということで思って質問したわけですけれども、市長の答

弁だから、同じ答弁になるでしょうから、これでやめておきます。 

 あと、同じ有害鳥獣ですけれども、先般、議員とかたろう会で、塩田地区やったですけれ

ども、カワウの話が出ました。今まで見なかったカワウが繁殖しているということで、何と

かしてくれという意見があったわけです。ちょうど私も、前もって私の地域の嬉野川、塩田

川の合流点、よく通る道すがらの川で、何かなと思って車をとめて見ると、カワウがいっぱ

いおるわけですね。昨年とか一昨年までは全く見かけなかったわけであります。ただ、それ

で生計を立てている人は多分非常に少ないんじゃないかと思いますけれども、議員とかたろ

う会の中での質問は、生態系が変わるから何かしてくれということでありましたので、私も

そういったことで思いましたので質問するわけですけれども、まず国のほうでは、カワウに

つきましては有害鳥獣に指定されているわけであります。嬉野市はこの分は指定されており

ますかどうか、確認をします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 カワウにつきましては、塩田地区の方だろうと思いますけれども、そういうお話がござい

まして、私どもとしては許可を出しているということで、狩猟をしていただくというふうな

形になっているんじゃないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 じゃ、市民の方の声もあって指定をしたということで認識をしておきます。 

 ただ、これがなかなか、その事例を見てみても、一概に銃でとかありますので、捕獲がな

かなか厳しいとか、例えば、音を出して近寄らないようにする方法とか、いろいろな点でよ

その地区も苦労をなさっておられるようです。 
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 もう何年か前、大分県の耶馬渓に行ったときに、山国川のアユを一つの売り物にしながら

店を出しておられます。ただ、もうカワウが繁殖し過ぎて困っているということで、おば

ちゃんたちは泣いておられましたけどね。はっきり言って、できるだけ初期の段階で、早目

の段階でそういったところのおどしと申しましょうか、することによって一つの、何という

かな、繁殖につなげない方法をしていただいたらと思うわけであります。カワウの件につい

ては、今、市長の答弁で理解いたしましたので、よろしくお願いします。 

 じゃ、次の質問に入ります。保育園、また幼稚園の週末利用について、市長、また教育長

にお伺いいたします。 

 少子・高齢化と言いますけれども、問題は私は少子化と思っております。日本の将来を担

う子どもたちが一番大事でありまして、この少子化の流れの中で、子育て世代の支援を地域

社会で支えていくことも大きな役割だと思っておるわけでありまして、嬉野市におきまして、

この地域で支えるということにつきまして具体的に進めていくことも大事じゃなかろうかと

思っております。いろんな対策をなさっておられます。 

 そういった中で、就学前の保育園・幼稚園児の保護者にとって、嬉野市の、例えば嬉野町、

サービス業に携わられる方が非常に多くて、特に保護者の方、土曜、日曜に働きに行かにゃ

いかんということで、子どもさんの週末の利用希望者が非常に多いわけであります。現状の

体制はどうなっているのか、市長にお尋ねいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 保育園・幼稚園の週末利用についてというお尋ねでございます。 

 週末利用につきましては、以前は嬉野地区では月ごとの輪番制によりまして、保育園で休

日保育を実施しておったところでございます。また、塩田地区では児童養護施設の短期支援

事業を利用して休日預かりを実施してまいりました。嬉野地区では、その後、徐々に休日保

育に対する需要が減少する一方、保護者からは平日の延長保育が要望されましたので、全て

の保育園で実施いたしました。このため、各保育園では、休日保育に従事する職員まで配置

するのが困難となり、塩田地区同様、児童養護施設での受け入れを要望されるため休日保育

を中止して短期支援事業で対応した経緯がございますが、また、数年はこの事業の利用につ

いても実績が全くあっておりません。 

 また、保護者からの要望等についてでございますが、全ての保育園に対して聞き取り調査

を実施しましたが、保護者から週末利用の希望がある保育園はございませんでした。また、

幼稚園にも確認しましたが、土曜日の預かり保育を実施している園でも利用はほとんどない

という回答でございました。このようなことで、現在、日曜保育に対する需要はないものと

判断しているところでございまして、各市内保育園におかれましても、職員の配置体制の問
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題から、対応できる施設はないと考えているところでございます。 

 以上でお答えとさせていただきます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 先月でしたかね、嬉野市子ども・子育て支援事業計画という冊子をいただきました。ホー

ムページを見ましたら、この内容もホームページにも載っております。そういった中で、週

末の利用についても載っているわけでありまして、これは全世帯、特に保護者の方も含めて

調査をされた資料が載っているわけですけれども、その14ページに、「土曜日、日曜日の教

育・保育の利用意向について」ということが上がっておるわけですけれども、土曜日と日曜

日に分けながらアンケート調査をなさっておられます。土曜日につきましては、まず「利用

したい」とか、「できるだけ毎週利用したい」という意見も含めてですけれども、土曜日に

つきましては、48％の方が土曜日を望んでおられるわけですね。日曜日につきましては、

26％近くが日曜日の預かりを望んでおられるわけです、この統計からいくと。この状況を見

て、市長の今の答弁を含めてですけれども、再度確認をいたします。まず市長のほうから。

あと教育長お願いします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私どものアンケートについては、アンケートで出たとおりでございまして、私どもも、そ

ういうこともございますので、担当課のほうで再度それぞれの施設に聞き取りをしたという

ことでございます。しかしながら、ほとんど要望等については聞いていないというようなこ

とでございました。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 教育長。 

○教育長（杉﨑士郎君） 

 幼稚園の週末利用についてお答え申し上げたいと思いますが、嬉野地区２幼稚園、塩田地

区１幼稚園に照会をいたしました。その結果、土曜日の開園につきましては、２園が11時30

分まで、１園は休んでいる状態であるというところでございます。そのような回答をいただ

いております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君) 
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 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 じゃ、このアンケートと実際の聞き取りと若干開きがあるということも事実ですかね。そ

したら、これは全世帯にも回っているところ、これから見たらあるわけですけれども、子ど

もさんをお持ちでない方からの意見として。そういった方々の意見がここに反映していると

いうふうに見ていいんでしょうか。それとも、なかなか聞き取りしたときには、言いにくい

けれども、潜在的にそう思っていると捉えていいのか、こういった冊子になっているという

のは、私はこれを一番重要視したわけですよ。そういった分で結構、結構というか、かなり

開きがあるわけですけれども、そういった分では、本当に週末に一生懸命働いているお父さ

ん、お母さんたちが、おじいちゃん、おばあちゃんがおられる世帯でしたらいいんでしょう

けれども、そうじゃない方も結構おられるわけですから、そういった点では子どもさんの預

かりというのは、行政も含めてですけれども、やっぱり社会の責任と思っておるわけです。

そういった点で質問したわけです。 

 そういった中で、幼稚園と保育園じゃ若干、文部科学省と厚生労働省と対応は違うわけで

すけれども、幼保連携型というのも都市部で出てきております。嬉野市ではそういったこと

の考えはあるでしょうか。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 この前の議会で一度お答えいたしましたけど、１カ所、幼保連携等について前向きに検討

していこうということで今検討している園がございますので、この前の議会でもちょっとお

話をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 今、幼稚園まで含めて市内では13カ所があるわけですね。そういう中で、利用者の利便性

を含めてですけれども、全施設していいということはなかなか厳しいかわかりません。代表

で１施設、もしくは２施設あたりが週末の対応が、これはいろんな問題があろうかと思いま

す。子どもさんの都合とか保護者の都合もあるでしょうけれども、代表して何施設かそう

いった迎えられる体制ができるかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私どももアンケートも承知しておりましたので、将来的にはぜひ必要なことになるのかな

と思いますが、実際今、子どもさんをお持ちの方というか、実際保育園を利用しておられる

方については、今のところ利用の実績等は上がってきておらないということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 もちろん、私もアンケートだけうのみするんじゃなしに、たまたまそういった聞く機会が

複数あったもんだから、この前、冊子もらったのを開いてみて、またネットを調べてみて、

こういったことがありましたから、きょうの一般質問をしているわけでありますので、もち

ろん、いろんなかかわり方が、私も薄いかかわりですから、実態に遠いかわかりませんけれ

ども、週末、特に日曜日あたりに対応していただいたら非常に仕事がしやすいですがねとい

う悲痛な思いで言われたことがありましたので質問したわけですので、そういった今の御答

弁もありはしますけれども、ぜひそれを耳に入れながら今後対応していただいたらと思って

おるわけであります。 

 最後の質問に入ります。１年前に質問いたしました嬉野川沿いの桜並木の植栽についてで

あります。 

 市長はその当時、検討するという御答弁でありましたけれども、桜並木の植栽について、

その後どう検討なさったのか、お尋ねをいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 第７区画及び第８区画整理事業の川沿い等について、桜並木の提案をしたかということで

ございますが、その後、いわゆる提案もございましたので、第８地区につきましては、重ね

て地元からの要望もあり検討を進めておるところでございます。地元主体で、今、県の助成

事業を獲得しながらでも植樹を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 ただ、第７地区につきましては用水路がすぐそばを走っておりますので、これについては、

また今後課題として行っていければと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 
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○９番（山下芳郎君） 

 今の御答弁からいきますと、第８区画整備につきましては、地元からの要望もあり、地元

で積極的に取り組んでおられると、要するに地元というのは井手川内と捉えていいかと思い

ますけれども、これは本来嬉野市の所有物件ですけれども、もちろん土地は地元でいいんで

しょうけれども、あそこに遊歩道を含めて市の管理、もしくは、川は２級河川でありますの

で県の所有、管理であるわけですけれども、これを地元に任せていいのか、ちょっとその辺

確認をいたします。 

○議長（田口好秋君) 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今申し上げましたのは予算のつくり方でございまして、我々が予算をストレートにつける

というのは、なかなか全体的な予算の課題もありますので、やはり主体性を持っていただい

て、そこで予算が獲得できればというふうなことを考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君) 

 山下議員。 

○９番（山下芳郎君） 

 植栽の管理は地元でお願いすることはあったにしても、やっぱり植栽、しょっぱなのこと

は行政が主導でしていただきたいなと思っています。そういった今の方法がいいものがあり

ましたら、私も内容はよくわかりませんから、答弁を受けて質問して、材料を持っていませ

んからあれでしょうけれども、そう思っております。 

 特に第７については第８よりか先にあったわけですし、整備もできていますので、いろん

な問題はありはしますけれども、特に今からも３年後には医療センターができる、さらに４

年後は新幹線が入るということでありますので、植木もすぐに花が咲くわけじゃありません

から、この計画の段階で、これも都市計画の一環として植栽を入れながら進めていただきた

いと思っております。 

 今のままでしたら、あそこは特に宅地の販売につきましても、まず環境整備も十分に並行

しながらしていかないと、川沿いが竹やぶとか、もしくはアシが手前まで生い茂っていると

かいうのがありますし、特に散歩とか利用される方が非常に多いわけです。非常に防犯上も

見た目にもおかしいし、ぜひ早急に整備をお願いしたいと思っております。 

 じゃ、以上をもちまして私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（田口好秋君) 

 これで山下芳郎議員の一般質問を終わります。 
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 一般質問の議事の途中ですが、ここで15時15分まで休憩いたします。 

午後２時56分 休憩 

午後３時15分 再開 

○議長（田口好秋君） 

 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで、先ほどの山下芳郎議員の質問に対し、市長より答弁の訂正申し出があっておりま

すので、これを許可します。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 失礼いたします。先ほど私が山下芳郎議員のお尋ねについてお答えを申し上げましたけれ

ども、その中で、猫を捕まえる捕獲の箱というふうな趣旨を発言いたしましたけれども、こ

れにつきましては保護のための箱ということでございますので、訂正をさせていただきます。

大変失礼しました。 

○議長（田口好秋君） 

 それでは、引き続き一般質問の議事を続けます。 

 ６番辻浩一議員の発言を許します。辻浩一議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 議席番号６番、辻浩一でございます。議長の許可をいただきましたので、通告書に従い質

問をいたします。 

 本日は傍聴席の皆様、傍聴いただきましてまことにありがとうございます。今回の質問は、

過去にありました問題２つを含めまして４つでございます。まず１点目は、イメージキャラ

クター「ゆっつらくん」の活用について、２番目は、畜産業の生活環境への影響についてで

ございますが、このことは全ての皆様方にかかわることではないということをまずもって御

了承いただきたいと思います。３つ目は、水資源確保の規制について、最後、今、話題と

なっておりますドローンについての４点でございます。 

 きょうも景気対策の一環として企業誘致の話も大分出てまいりましたけれども、このこと

は私自身も十分承知しておりますし、これはしっかりやっていかなければならない問題だと

いうふうに思っておりますけれども、これはロングスパンでの話であって、その間、嬉野市

の経済活性化のために何もしなくてもいいというわけではございません。そういった意味で、

私は従来より嬉野市経済活性化のカンフル剤は観光産業の振興が急務であるということを訴

えてまいりましたし、今後もそういったことを言ってまいりたいと思います。 

 今回もその観光振興の一環として「ゆっつらくん」の活用についてお尋ねをいたします。 

 「ゆっつらくん」は観光協会や有田工業高校と連携をしながらでき上がったイメージキャ

ラクターであり、さまざまな取り組みをされておりますが、制作に当たっての一番の目的は

何かを壇上でお尋ねいたしまして、再質問は質問席で行います。 
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○議長（田口好秋君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 辻浩一議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、イメージキャラクター「ゆっつらくん」の活用についてというこ

とでございますが、まず最初は「ゆっつらくん」の活用の目的はということでございます。 

 「ゆっつらくん」につきましては、嬉野温泉観光協会が統括する嬉野市地域力開発プロ

ジェクト事業の公募の中から選ばれたデザインをもとに、平成20年１月に嬉野温泉の公式

キャラクターとして誕生いたしました。温泉ののんびり、癒やしのイメージと言われるゆる

キャラのかわいい癒やしのイメージの相乗効果を期待し、主に嬉野温泉観光誘客ＰＲ及び嬉

野温泉のイメージアップを目的としております。 

 なお、キャラクターの管理及び使用申請許可につきましては、嬉野温泉観光協会で使用規

定等を設け、運用していただいておるところでございまして、議員のお尋ねの目的につきま

しては、今、幅広く活用を進めているところでございます。 

 以上でお答えとさせていただきます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 ありがとうございました。イメージキャラクターにつきましては、各自治体、いろんなと

ころででき上がって、今、いわゆるゆるキャラということでイメージキャラクターができて

いるわけなんですけれども、一番顕著なところでいいますと、熊本の「くまモン」だとか、

あるいは先行して有名になっていたのが彦根の「ひこにゃん」ですかね、そこら辺がありま

した。今現在は「ふなっしー」ということで、キャラクターが勝ち過ぎてタレント化してし

まっている部分もありますけれども、そういった意味では、イメージキャラクター、それか

ら各自治体の連想をしていただき、そして、いろんな部分で観光面だとか物産だとか、そう

いったものを選択していただくためにイメージキャラクターがあるんだろうというふうに私

は認識しておるところなんですけれども、そういった意味で、今現在、「ゆっつらくん」の

活用、どういうふうなところで使われているのか、まずお尋ねを申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 「ゆっつらくん」につきましては、それぞれ制作の目的をはっきりさせて公募をしたとこ

ろでございまして、嬉野温泉の湯気と湯おけと、背中のほうには茶の葉というようなことで、
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非常に魅力を持ったゆるキャラということで人気を博しておるところでございます。 

 現在では市内外での観光ＰＲ及び物産展のＰＲなど、観光振興事業にとどまらない各種イ

ベント等への出演によって嬉野市のＰＲが中心となっておるところでございます。 

 また、キャラクターデザイン等を使用して観光等のＰＲのノベルティーグッズ作成や官民

問わず各事業でのイラスト使用など幅広く活用されておるところでございまして、最近では

「ゆっつらくん健康体操」に起用するなど、嬉野市のマスコットキャラクター的な位置づけ

で市内外の皆様に親しまれているところだと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 今、言われるとおりでございます。そして、一番大きなものが、例えば、パワーアップ事

業でソフトバンクのオープン戦等々とか、あるいはサガン鳥栖デーですかね、そういったと

ころで、いわゆる着ぐるみだとか、そういった部分で使用されて、幅広く嬉野のイメージ

アップというふうなことでやっておられると思いますけれども、例えば、嬉野の発行するよ

うな文書の中にそういったイメージキャラクターの「ゆっつらくん」あたりを添付して発送

するというようなことはやっておられませんでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 「ゆっつらくん」のキャラクター等についての利用は行っておりますけれども、文書に何

か添付するとか、そういうところまではいっていないんじゃないかなと思っております。細

かに、いわゆる目的別にぜひ使用をしていくようになったらというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 これが爆発的な人気になると、なかなか難しいこともあるんでしょうけれども、熊本の

「くまモン」あたりなんかはすごい経済効果を発揮しているところでありますし、すぐ熊本

だというふうなイメージが湧くと思うんです。 

 そういった意味では、今回、９月にありますマスターズ、いわゆるベテランズ国際柔道大

会、全柔連と日本マスターズ柔道協会のほうから「ゆっつらくん」の使用のお願いが来まし

て、お許しをいただいて、今、これは世界中に「ゆっつらくん」のマークを使った募集のポ



- 106 - 

スターが回っているというふうなところです。 

 そういった意味で、私どものと言ったらおかしいですけれども、柔道協会もこういった

「ゆっつらくん」を改良したと言うとおかしいんですけれども、これを公式なマークにしよ

うということで、名刺だとか、あるいは公文書等々に添付できればなということで、本当は

カラーなんですけど、今こういった形でやっているところです。 

 これで、多分、各スポーツ競技に合わせたようなアレンジをしたデザインがあると思うん

ですけど、うれしの温泉観光課長、そこら辺は御存じですか。 

○議長（田口好秋君） 

 うれしの温泉観光課長。 

○うれしの温泉観光課長（宮﨑康郎君） 

 お答えいたします。 

 近いところでは、オランダの女子野球が来られたときに、そういうマスコットのキャラを

つくったりとか、イメージのデザインをつくったりとかはしております。 

 パンフレットはあれでしょうけれども、例えば、柔道のときにキャラクターをどこかにつ

けるとかいうのは、まだ存じておりません。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 まさに今、課長が言われたように、これをワッペン化して大会につけていっていただけれ

ば、かなりＰＲ効果があるんじゃないかなということで今回の御質問をしているんです。高

体連、中体連は規定があって、ユニフォーム等々に張りつけるのは多分難しいだろうと思う

んですけれども、少年スポーツについては多分できるんじゃないかと思うんですけれども、

ちょっと所管は違うですけれども、サッカーをされている部長、サッカーなんかはユニ

フォームにそういったワッペン等々の規定はあるんですかね。 

○議長（田口好秋君） 

 産業建設部長。 

○産業建設部長（山口健一郎君） 

 規定はありますが、ワッペンとして使用することはできると思います。一つの胸のワッペ

ンとかですね。 

 一つ追加ですけど、前にスポーツのキャラで、なぎなたとかそういうのでも露出をしたこ

とがあります。嬉野で大会があったときに、なぎなた競技の「ゆっつらくん」をつくったり

とか、野球とかサッカーとかももちろんありますので、そういうのは利用していきたいとい

うふうに思っています。 
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 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 また所管は違うかもしれませんが、文化・スポーツ振興課長、少年野球はユニフォームの

規定はありますか。 

○議長（田口好秋君） 

 文化・スポーツ振興課長。 

○文化・スポーツ振興課長（宮﨑康弘君） 

 お答えいたします。 

 ユニフォームにつきましては、統一した色、形、県名、チーム名をつけなければ県大会等

は出場できませんが、そういうワッペンをつけたチームは今まではまだ見たことございませ

ん。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 実は少年柔道の大会で、大分県、あるいは福岡県あたりが各自治体のイメージキャラク

ターのワッペンをつけて参加しているというふうなことで、もしそういったことができるの

であれば、嬉野市内においても、そういったワッペン等々を助成というか、配布していただ

ければ私たちもつけていきたいなというふうな話があったもんですから。特に、少年スポー

ツに関しては、県外に出ることが最近ではかなり多くなってきていると思うんですよ。そう

いった意味では、安い金額でかなりのＰＲ効果があるんじゃないかなと私は思うんですよ。

そして、それとタイアップして、受付等に嬉野市の観光パンフレット等を必ず置いてくるよ

うな約束をしながらそういったことをやっていけば、安い金額でのＰＲ効果が大きいと思う

んですけど、このことに関しましてどういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私もそう思いますので、いいアイデアをいただいたなと思っておりますので、いろんな方

と協議をして、やはり実現できるように努力をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 産業建設部長が言われたように、ありとあらゆるスポーツのアレンジをした「ゆっつらく

ん」があると思いますので、そういった面で、各スポーツに合ったような「ゆっつらくん」

を検討しながら、今、市長が言われた形で実現できるようであれば、ぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

 それでは次に、畜産業の生活環境への影響ということでお尋ねをしたいと思います。 

 これは担当課はどこの場所かは十分御存じだと思いますので、詳しい場所の名前は申しま

せんが、過去、地域の方からそういった要望があって、臭気、あるいは水質汚濁の検査等々

を行われた経緯があるというふうに思います。その中で、場所、期間、そこら辺についてど

ういうふうになっておったのかをまずお尋ね申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 環境水道課長。 

○環境水道課長（副島昌彦君） 

 お答えします。 

 平成23年５月25日から平成24年３月30日の約10カ月、業務委託として調査を行っています。 

 調査内容につきましては、臭気、これにつきましては大気及び河川、それと、水質及び底

質を２回調査を行っています。特に、臭気につきましては、１つの調査時点で時間帯を分け

まして２回行っています。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 それで、調査する箇所については地元の方との協議があったと聞いておりますけれども、

そこら辺をまず確認申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 環境水道課長。 

○環境水道課長（副島昌彦君） 

 お答えします。 

 調査地点、調査時期の選定につきましては、地元役員さんと話し合いの上、協議の上、決

定しているとなっております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 
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○６番（辻 浩一君） 

 そういったことで、結果についてはどうなったのか、まずお尋ね申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 環境水道課長。 

○環境水道課長（副島昌彦君） 

 お答えします。 

 経緯はございますけど、私が調べた平成25年１月８日に結果について地元のほうに説明会

を行っています。水質汚濁、臭気についても基準内に入っていると引き継いでおります。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 ということで、地元への説明も行われたと確認をしておりますが、ただ、その後もいろん

な形で要望等々があってきているのは御承知だというふうに思います。そのことに関して理

解をしていただくことが一番大事かというふうに思いますけれども、その後、検査が終わっ

た後に、いわゆる昨年の12月議会だったと思いますけれども、カラスの駆除ということで、

関連してそういったことを説明いたしました。そういった中で、そのときはカラスの駆除で

したので、農林課が所管でしたけれども、所管の農林課だけではなく、環境水道課、あるい

は佐賀県とも連携をしながら対応をしていただきたいということをお願い申し上げましたと

ころ、連携をしながらやっていきたいというふうなお答えでございました。 

 それで、その後、何かやったのかということをまずお尋ね申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 農林課長。 

○農林課長（横田泰次君） 

 お答えいたします。 

 昨年の12月議会後の対応ということでございますけれども、時期的には猟友会の会長さん

が銃の空撃ちに行ったということで、時期的に議会後だったのか、確実には覚えておられな

くて、申しわけありませんが、そういうことでございます。 

 それと、その後、ことし４月にまたカラスのお話があったりしていたもんですから、地元

のほうに担当と私も出向いて、確認をしております。それと、５月に区長さんを交えて、ま

た現状把握をしてきております。 

 ただ、先ほど議員の御質問の中にありますように、環境水道課と県も含めて打ち合わせ等

は行った経緯は現在のところございません。 

 以上です。 
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○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 12月の質問の趣旨としては、要するにカラスの駆除、今、空撃ちという話がありましたけ

れども、それを何回やってもまた集まってくるということは、カラスが集まるような環境に

なっているんだから、その環境改善をしないと今後も続きますよということで御質問をした

わけです。そういった意味では、農林課だけの対応では難しいだろうから、各種団体、ある

いは所管を超えても連携をしながらそういった環境改善をするべきだというふうなことで質

問したわけなんですけれども、このことについてどういうふうなお考えでしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 農林課長。 

○農林課長（横田泰次君） 

 お答えいたします。 

 議員も十分御存じのように、旧町時代からそういうことで地元の方、それと畜産業の方も

やっておられるわけですけれども、それぞれその時点時点で対応策を双方とられてきた経緯

はあると思います。ただ、行政としてできるものがあれば、今後もどうにかしてかかわって

いきたいとは思っておりますけれども、具体的にまた地元とお話をしながら対応してまいり

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 あそこに移転した、そういった話があった時点で、要するにコンポスト等の導入だとかや

られたという話は聞いておりますけれども、その後の管理だとか、あるいは堆肥等々の搬出

までの管理だとか、まだ努力すべきところもあるんではないかなというふうに思います。結

局のところ、生産者自体はそれなりの努力はされているんでしょうけれども、でも、地元の

方はそれでもまだなかなか納得できていないと。要するにコミュニケーションの問題だとい

うふうに思うわけですよ。 

 ですから、そういった中での橋渡しというんですかね、ただ基準内でおさまっているから

問題ありませんよというんじゃなくて、やはり地域住民の方が納得されるような対応をして

いただき、そしてまた、それを納得していただくような説明会等々を今後すべきではないか

というふうに思うんですけれども、それについてどういうふうにお考えですか。 

○議長（田口好秋君） 

 農林課長。 
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○農林課長（横田泰次君） 

 お答えいたします。 

 最終的には行政はかかわってまいりますけれども、民民のお話し合いになっていくのでは

ないかと考えます。ただ、そこは行政がかかわることができるものがあれば、かかわってい

きたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 今、言われるように、根本はそこだと思うんですけれども、ただ、そこがまだうまくいっ

ていないから行政にも、あるいは議会のほうにもそういった要望が来るんだろうと思います

ので、一発解決ということはまずできないと思いますけれども、ただ、そこら辺のコミュニ

ケーションをとっていただくことが一番最初だというふうに思うわけですね。嬉野市内、至

るところにそういった畜産業を営んでいる方がいらっしゃるんですけれども、一生懸命対応

されておりますし、また、コミュニケーションもとっておられるから、そういった苦情等々

も来ないというふうなこともあるかと思いますので、コミュニケーションを図っていただく

手助けというんですかね、そこら辺をぜひやっていただければなということでお願いをした

いところなんですが。 

○議長（田口好秋君） 

 農林課長。 

○農林課長（横田泰次君） 

 議員おっしゃるように、他地区でも市内数カ所、そういうところも過去に経緯がございま

す。ただ、地区によっては畜産業を営んでおられる方が地元の方と話し合いをされて解決し

たところも数カ所ございます。 

 今後、先ほども申しましたように、行政がかかわられるものがあればかかわっていきたい

と考えます。 

 以上です。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 それでは、ぜひそういったことができるところは、ぜひかかわっていただきたいというふ

うにお願い申し上げまして、次に移りたいと思います。 

 水資源確保の規制については、過去、質問いたしました。そのとき市長の答えといたしま

しては、国、あるいは県の法律、条例が先だろうというふうなお答えをいただいたわけなん
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ですけれども、その後、時間も経過しておりますし、また、森林関係の会議等々もかなり出

席をなさっておられるというふうに認識しております。そういった中で、国、県の流れはど

ういうふうになってきているのかということをもしお話しできる部分があれば、お話をいた

だきたいと思います。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 いわゆる水源を含む水資源確保の規制についてというお尋ねでございます。 

 国では水の循環そのものを対象とした法律はありませんでしたが、健全な水循環の維持、

回復のための政策を包括的に推進することを目的に、昨年３月に水循環基本法を成立させ、

地下水を含む水が国民共有の貴重な財産であり、公共性の高いものと法的に位置づけられた

ところでございまして、佐賀県は現在、他県の動向を注視している状態と伺っているところ

でございます。 

 嬉野市といたしましては、水源地域の適切な土地利用により当該地域の保全を図りたいと

考えているところでございまして、このため、全国の水源地域との情報の交換と法整備の動

向を注視する目的で、水資源保全全国自治体連絡会に昨年７月設立時に加入して、水源地域

の自治体の環境保全に関する取り組み情報を収集している状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 具体的にはまだなかなか法律、条例等は進んでいないというふうに受け取りましたけれど

も、嬉野市にとりましては、昨年、ある地域の用地買収というふうな経緯に至ったわけなん

ですけれども、いわゆる規制をかけるといっても、民地でございますので、なかなか難しい

部分があろうかと思います。 

 ただ、今後、水源地上流の、名称はどう言ったらいいのかわかりませんけれども、水源と

なり得る地域のエリアに関しては、水資源の保護、あるいは汚染防止という意味では、今後、

そういった規制が必要だろうというふうに思うわけでございますけれども、そこら辺につい

て市長の考えはいかがですか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御発言のように、私どもの水源というのはそう数多くはないわけでございまして、そ
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ういう意味では、貴重な水源の地域として買収をさせていただいたところでございますので、

できるだけ早く情報等をつかんで、私どものほうで条例整備等ができればぜひやっていきた

いというふうに思っております。 

 ただ、議員御発言のように、いろんな制約等もあると思いますので、今はちょっと勉強を

させていただいているというふうな状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 この規制を考える中で２つあると思うんですけれども、１つは、水源の汚染を防止するた

めに規制をかけるという部分と、もう１つは、商業的に地下水等々をくみ上げて商業ベース

で水を吸い上げて枯渇に至らしめるようなものを防止するという２つの考えがあると思うん

ですけれども、昨年の場合は汚染の心配ということで用地買収に至ったわけなんです。 

 今後の考え方として、北海道あたりは、要するに枯渇防止のための規制等々で動きがある

わけなんですけれども、その枯渇防止についても私は加味するべきだというふうに思います

けれども、そこら辺について市長はどういう見解でしょうか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私どもとしては、水源自体が非常に貴重な地域の財産として森林整備等を行ってきたとこ

ろでございまして、幸いにして、今、嬉野市の山は健全な状況であるというふうに理解をい

たしております。そういう中で、普通の水はもちろんでございますけれども、温泉のもとと

なる水ということを考えますと、やはり温泉にも影響しないような適切な管理が必要である

というふうにも思いますので、そこらについては両方見ながら、ぜひ対策がとれればという

ふうに思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 わかりました。そういったことで、ぜひ規制等々も嬉野市の大事な財産だという意味で考

えていただければというふうに思います。 

 それでは、最後になりますけれども、小型無線飛行機ドローンの規制についてということ

でございますが、今、非常に話題になっておりまして、ありとあらゆるところで問題が発生
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しているんですけれども、ドローン事件・事故の現況ということで、ここら辺の把握につい

てはできているのかということをお尋ね申し上げます。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 小型無線飛行機ドローンの規制についてということでございますが、ドローンの事件・事

故の現況の把握はできているかということでございます。 

 自立飛行可能無人飛行機、通称ドローンについてでございますが、本市内において事件発

生については警察からの連絡や市民からの情報提供などはなく、把握をいたしておりません。

全国的には首相官邸への落下や少年のドローンの使用による摘発、また、唐津くんち会場内

への飛来等、多数の発生を承知しておるところでございます。 

 また、事件ではございませんけれども、一昨年、みゆき公園にてグラウンドゴルフ大会の

模様をドローンを飛来させて撮影が行われたという事実をお聞きしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 このドローンの規制に関して、ちょっとネットを見ておりますと賛否両論、かなり盛り上

がっているんですけれども、いわゆるドローンは今度の新成長戦略の一つだというふうなと

ころで、規制をかけるべきではないというふうな話もありますけれども、これが一番問題な

のは、１つは安易に手に入るということ。今、言われましたように、自立型ということで非

常に操作が簡単で、誰でも運転ができると。すぐ手に入って、すぐ飛行させることができる

というふうなことで、いわゆる商業的に、例えば、テレビ会社が空撮するために使うだとか、

行政が市のプロモーションのために使うだとか、そういった正当な理由で規制をかけるとい

うことはもちろんいけないわけなんですけれども、ただ、１つは、ある意図を持って何かを

行うという場合と、もう１つ、今、インターネットのユーチューブですかね、あれに投稿す

る愉快犯というですか、そういったものが非常にはやっているわけでございまして、そう

いった部分の規制というのは非常に難しいというか、すべきところなんでしょうけれども。 

 ただ、嬉野市内の公共施設、非常に安全性が求められるところがあると思うんです。例え

ば、浄水場だとか、あるいは公園等々、人が集まっているところでの飛行、要するにお祭り

だとかなんだとかあっているときに落下すれば非常に危険だというふうな状況が生まれてく

るわけなんですけれども、完全に規制をするというんではなくて、例えば、前もって正当な
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理由での飛行をするには市その他の管理者の許可が必要だというふうな規制等々は必要では

ないかと私は思うんですけれども、そこら辺についてはいかがですか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私も基本的に規制が必要だというふうに思っております。その第一の案件としては、やは

りプライバシーの侵害ということが非常に心配になってくるんではないかなというふうに

思っておりますので、そういう点で、いずれ規制がされるんではないかなというふうに思っ

ておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 国のほうも規制について動き出しているところはあるんですけど、決定はしておりません

が、東京都あたりは都立公園条例において都市公園の管理に支障がある行為ということで規

制がかかっておりますし、また、大阪市もそういったことで、公園には人がいて危ないので、

ドローンを飛ばすのは９割９分禁止だというふうに話したということで、これは新聞記事な

んですけれども、そういったことで各自治体、いろんな形で規制をしてきています。 

 今の市長の発言ですと、国の法律の決定後にというふうに私は受け取ったんですけれども、

それでよろしいんですかね。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 多分、国のほうでも規制をされるんじゃないかなということを期待しながらお答えをした

ところでございまして、今までは、何といいますかね、個人のプライバシーにつきましても、

要するに平面的な視野だけで規制すればいいというふうなことでございますけど、例えば、

一般の民家の庭の中には、塀に囲まれた中にはいろんな知られたくないものもあるわけでご

ざいまして、そういうところに上空から庭を映してそれを公開するとか、もろにプライバ

シーの侵害に当たるんではないかなと思いますので、当然そこらは規制がされるんじゃない

かなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 
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 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 今、市長の話は一般的な規制の部分に入ってくると思うんです。例えば、間近にいえば嬉

野温泉夏まつりだとか、そういったお祭り等々、人が集まっているときに未熟な者が運転を

し、人込みの中に落下すれば危ないというふうな状況があるわけですので、そういった嬉野

市独自、例えば、公園だとか、あるいは公共の場での飛行禁止、身元がはっきりした人間の

許可がないと飛行させてはいけないというふうな規制をかけるべきではないかと私は思うん

ですけど、そこら辺についてはいかがですか。 

○議長（田口好秋君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 例えば、みゆき公園とか、各小・中学校のグラウンドとか、スポーツをする我々にとって

は、上空から何か落ちてくることについては、例えば、走っているときにドローンが落ちて

きて顔に当たるとか、それは危険性があるわけでございますので、私としては、できるなら

ば規制をさせていただいたほうが一番いいというように思っております。そこらについては、

やはり安全確保という意味では施設の管理者としての責任もあるわけでございますので、例

えば、みゆき公園で少年サッカー等があっているときにドローンが落ちてきて子どもたちが

けがをするとなると、責任はどこなのかとなるわけでございますので、ぜひ我々としては規

制をするような法の整備等ができれば取り組みをさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田口好秋君） 

 辻議員。 

○６番（辻 浩一君） 

 ぜひそういったことで安全管理のためによろしくお願いを申し上げまして、私の質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（田口好秋君） 

 これで辻浩一議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。大変お疲れさまでした。 

午後３時51分 散会 


